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1 製品紹介 

1.1 QSAN ｮ XReplicator™とは 

QSAN XReplicator は、コンピュータに保存されているすべての情報を安全に守るための統

合ソフトウェアスイートです。文書、写真、電子メール、選択したパーティション、さらに

はディスク ドライブ全体をもバックアップすることができます。バックアップ対象には、オ

ペレーティング システム、アプリケーション、設定、およびその他すべてのデータが含まれ

ます。 

バックアップがあれば、データの損失、重要なファイルやフォルダの誤削除、ハードディス

クの完全クラッシュなどの障害や災害が発生した場合にコンピュータシステムをリカバリで

きます。 

主な機能: 

 ディスクレベルのバックアップ 『29ページ 』 

 ファイルレベルのバックアップ 『31ページ 』 

 レスキューブータブルメディア 『93ページ 』 

はじめに 

2 ステップの簡単な手順でコンピュータを保護する方法については、"「システムの保護 『10

ページ 』」を参照してください。 

 
 

1.2 システム要件とサポートされるメディア 

1.2.1 最小システム要件 

QSAN XReplicator を実行するには次のハードウェアが必要です。 

 1 GHz の Pentium プロセッサ 

 1 GB の RAM 
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 ハード ディスク上に 1.5 GB の空き領域 

 バックアップストレージとして使用する QSAN NAS 

 ブータブルメディア作成用の CD-RW/DVD-RW ドライブまたは USB フラッシュドライ

ブ 

 1024 x 768 の画面解像度 

 マウスまたはその他のポインティング デバイス（推奨） 

また、QSAN XReplicator を実行するための管理者権限が必要になります。 
 

1.2.2 サポートされるオペレーティング システム 

QSAN XReplicator は、次のオペレーティング システムでテスト済みです。 

 Windows 7 SP1（全エディション） 

 Windows 8（全エディション） 

 Windows 8.1（全エディション） 

 Windows 10（全エディション） 

 Windows Home Server 2011 

QSAN XReplicator では、Intel または AMD ベースの PC オペレーティングシステム（Linux®

を含む）を実行するコンピュータ上のディスク/パーティションをバックアップして復元する

ためのブータブル CD-R/DVD-R を作成することもできますインテルベースの Apple 

Macintosh はサポートされていません。 

警告:復元の成功が保証されるのは、サポートされるオペレーティングシステムの場合のみです。その

他のオペレーティングシステムは、復元後、起動できなくなることがあります。 
 

1.2.3 サポートされるファイル システム 

ホームユーザー用のQSAN XReplicatorによるサポート: 

 FAT16/32 

 NTFS 

 Ext2/Ext3/Ext4 * 

 ReiserFS * 
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 Linux SWAP * 

* Ext2/Ext3/Ext4、ReiserFS、および Linux SWAP ファイル システムは、ディスクまた

はパーティション バックアップ/リカバリ操作用にのみサポートされています。QSAN 

XReplicator では、これらのファイル システムに対してはファイル レベルの処理（ファイ

ルのバックアップ、リカバリ、検索だけでなく、イメージをマウントして、そのイメージか

らファイルをリカバリ）は実行できません。これらのファイル システムが採用されているデ

ィスクやパーティションへのバックアップを行うこともできません。 

ファイル システムがサポート対象外または破損している場合も、QSAN XReplicator ではデ

ータをセクタ単位でコピーできます。 
 

1.3 QSAN XReplicator のインストール 

QSAN XReplicator のインストールと起動 

QSAN XReplicator をインストールしてアクティブ化するには、次の手順を実行します。 

1. セットアップ ファイルを実行します。 

2. 両方の条件に同意される場合は、[インストール] をクリックします。 

QSAN XReplicator がシステムパーティションにインストールされます（通常は C ドライ

ブ）。 

3. インストールが完了したら、[アプリケーションを開始] をクリックします。[QSAN 

XReplicator のアクティブ化] ウィンドウが開きます。 

4. [サインイン] タブで、QSAN のマイアカウントの資格情報を入力し、[サインイン] を

クリックします。 

QSAN のマイアカウントを登録していない場合は、[アカウントの作成]タブに移動し、登

録フォームに入力して、[アカウントの作成]をクリックします。 

注意:64 桁のプロダクトキーをお持ちの場合は、この手順をスキップできます。 

5. プロダクト キーを入力して、[アクティブ化] をクリックします。 

16 桁のプロダクト キーを使用して QSAN XReplicator をアクティブ化するには、イン

ターネット接続が必要です。64 桁のフル プロダクト キーは自動的に取得され、アクテ

ィブ化されます。 
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QSAN XReplicatorに問題がある場合の復元 

QSAN XReplicator が動作しなくなったりエラーが発生した場合は、ファイルが破損してい

る可能性があります。このような問題に対処するには、まずプログラムを復旧する必要があ

ります。そのためには、QSAN XReplicator インストーラを再度実行します。インストーラ

によりコンピュータ上の QSAN XReplicator が検出され、修復か削除の確認を求められます。 

QSAN XReplicatorの削除 

QSAN XReplicator コンポーネントを削除する手順は、次のとおりです。 

1. インストール済みのプログラムおよびアプリケーションのリストを開きます。 

 [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [プログラムの追加と削除] の順

に選択します。 

 Windows Vista をご利用の場合は、[スタート] → [コントロール パネル] → [プ

ログラムと機能] の順に選択します。 

 Windows 7 をご利用の場合は、[スタート] → [コントロール パネル] → [プログ

ラムのアンインストール] の順に選択します。 

 Windows 8 または Windows 10 をご利用の場合は、[設定]アイコンをクリックし、

[コントロール パネル] →[プログラムのアンインストール]の順に選択します。 

2. 削除するコンポーネントを選択します。 

3. 使用しているオペレーティングシステムに合わせて、[削除]または[アンインストール]

をクリックします。 

4. 画面の指示に従います。 

削除を完了するために、コンピュータの再起動が必要になる場合があります。 
 

1.4 QSAN XReplicator のアクティブ化 

QSAN XReplicator を使用するには、インターネット経由でアクティブ化する必要がありま

す。有効化しない場合、製品の使用可能期間は 30 日間です。この期間にアクティブ化しな

いと、リカバリ以外のすべての機能が利用できなくなります。 

コンピュータがインターネットに接続されている場合、製品のアクティブ化は自動的に実行

されます。 
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1.5 サポートセンターのホームページ 

QSAN XReplicator に関するサポート、および製品のアップデートについては、QSAN NAS

デバイス製造元の公式サポート情報を参照してください。 
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2 はじめに 

セクションの内容 

ユーザーインターフェースの言語 ..................................... 10 

システムの保護 ............................................................ 10 

PC のすべてのデータのバックアップ ................................. 14 

ファイルのバックアップ ................................................. 15 

コンピュータのリカバリ ................................................. 15 

ファイルとフォルダのリカバリ ........................................ 17 
 

2.1 ユーザーインターフェースの言語 

使用を開始する前に、QSAN XReplicator ユーザーインターフェースで希望する言語を選択

します。デフォルトでは、Windows の表示言語に従って設定されます。 

ユーザーインターフェースの言語を変更するには、次の手順を実行します。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. [設定] セクションで、リストの中からご希望の言語を選択します。 
 

2.2 システムの保護 

システムを保護する手順は、次のとおりです。 

1. コンピュータをバックアップします 『11ページ 』。 

2. ブータブル メディアを作成します 『13ページ 』。 

また、「必要なときにレスキュー メディアを確実に使用する 『97ページ 』」で説明し

たとおりに、レスキュー メディアをテストすることをお勧めします。 
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2.2.1 手順 1: コンピュータのバックアップ 

コンピュータをバックアップするタイミング 

システムでの重要なイベントの後は毎回新しいバックアップ バージョンを作成します。 

イベントの例: 

 新しいコンピュータを購入した。 

 コンピュータに Windows を再インストールした。 

 新しいコンピュータで、すべてのシステム設定（例: 時刻、日付、言語）を構成し、必要

なプログラムをすべてインストールした。 

 重要なシステム アップデート。 

正常な状態のディスクを保存するため、バックアップの前にウイルスをスキャンすることを勧めしま

す。このためには、ウイルス対策ソフトウェアを使用してください。この操作には長時間かかる場合

があることに注意してください。 

コンピュータのバックアップを作成する方法 

システムを保護するには、次の 2 種類の方法があります。 

 PC全体のバックアップ（推奨） 

QSAN XReplicator は、内蔵ハードドライブすべてをディスクモードでバックアップしま

す。バックアップ対象は、オペレーティングシステム、インストールされているプログラ

ム、システムの設定、写真、音楽、ドキュメントなどの個人データすべてです。詳細につ

いては、「PC のすべてのデータのバックアップ 『14ページ 』」を参照してください。 

 システムディスクのバックアップ 

システムパーティションまたはシステムドライブ全体をバックアップすることができま

す。詳細については、「ディスクとパーティションのバックアップ 『29ページ 』」を

参照してください。 

システム保護のための主要な方法としてノンストップバックアップを使うことはおすすめし

ません。このテクノロジーの主な目的が、頻繁に変更されるファイルを保護することである

ためです。システムの安全のため、ほかのスケジュールをご使用ください。「カスタムスキ

ームの例 『42ページ 』」を参照してください。ノンストップバックアップ機能の詳細につ

いては、「QSAN ノンストップバックアップの使用」を参照してください。 
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コンピュータをバックアップするには、次の手順を実行します。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

今回が最初のバックアップの場合、バックアップ設定画面が表示されます。バックアップ

リスト内に既にいくつかのバックアップが存在する場合、[バックアップの追加] をクリ

ックして [新しいバックアップを作成] をクリックします。 

3. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[コンピュータ全体] を選択します。 

システムディスクのみをバックアップする場合、[ディスクとパーティション] をクリッ

クし、システムパーティション（通常は C:）とシステムで予約済みのパーティション（存

在する場合）を選択します。 

4. [バックアップ先] アイコンをクリックし、QSAN NAS デバイスを選択します。 

5. [今すぐバックアップ] をクリックします。 

結果:バックアップリストに新しいバックアップボックスが表示されます。今後、新しいバー

ジョンのバックアップを作成するには、リストからバックアップボックスを選択して、[今す

ぐバックアップ] をクリックします。 

必要なバックアップ バージョンの数 

ほとんどの場合、PC 全体のコンテンツまたはシステムディスクのバックアップバージョンは

2～3 個、最大で 4～6 個必要です（バックアップを作成するタイミングについては、上記の

情報を参照してください）。 

最初のバックアップ バージョン（完全バックアップ バージョン）が最も重要であることに

留意してください。このバージョンは、ディスクに保存されているすべてのデータを含むた

め、最も大きいバックアップ バージョンです。以降のバックアップ バージョン（増分バッ

クアップ バージョンおよび差分バックアップ バージョン）は、異なるスキームで整理する

ことができます。これらのバージョンには、データの変更のみが含まれています。これが、

増分バックアップ バージョンおよび差分バックアップ バージョンには完全バックアップ 

バージョンが必要であり、完全バックアップ バージョンが非常に重要である理由です。 

デフォルトでは、ディスクのバックアップは増分スキームを使用して作成されます。ほとん

どの場合、このスキームが最適です。 
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2.2.2 手順 2. ブータブル レスキュー メディアの作成 

ブータブル メディアとは 

ブータブルメディアは、CD-R/RWまたは USBフラッシュドライブなどを使って作成します。

このメディアによって、Windows を起動できない場合でも QSAN XReplicator を実行でき

ます。QSAN メディア ビルダを使用してブート可能なメディアを作成できます。 

ブータブル メディアを作成する方法 

1. CD-R/RW を挿入するか、USB フラッシュドライブを接続します。 

2. QSAN XReplicator を起動します。 

3. サイドバーで [ツール] をクリックし、[ブータブル メディア ビルダ] をクリックしま

す。 

4. 最初の手順で、[QSAN ブータブル レスキュー メディア] を選択します。 

5. ブータブル メディアの作成に使用するデバイスを選択します。 

6. [実行] をクリックします。 

ブータブル メディアを使用する方法 

ブータブル メディアは、Windows を起動できないときにコンピュータを復元するために使

用します。 

1. ブータブル メディアをコンピュータに接続します（CD を挿入します。または、USB ド

ライブを接続します）。 

2. レスキュー メディア デバイス（CD または USB ドライブ）が最初の起動デバイスにな

るように、BIOS で起動順を並べ替えます。 

詳細については、「BIOS での起動順の並べ替え 『83ページ 』」を参照してください。 

3. レスキューメディアからコンピュータを起動して、[QSAN XReplicator] を選択します。 

結果: QSAN XReplicator が読み込まれたら、これを使用してコンピュータを復元できま

す。 

詳細については、「QSAN メディア ビルダ 『93ページ 』」を参照してください。 
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2.3 PC のすべてのデータのバックアップ 

PC全体のバックアップについて 

PC 全体のバックアップは、コンピュータ上のすべてのコンテンツをバックアップする最も簡

単な方法です。どのデータを保護する必要があるかわからない場合には、このオプションを

選択することをおすすめします。システムパーティションのみをバックアップする場合、詳

細については「ディスクとパーティションのバックアップ 『29ページ 』」を参照してくだ

さい。 

バックアップの種類として [コンピュータ全体] を選択すると、QSAN XReplicator はディ

スクモードで内部のハードドライブをすべてバックアップします。バックアップ対象は、オ

ペレーティングシステム、インストールされているプログラム、システムの設定、写真、音

楽、ドキュメントなどの個人データすべてです。 

PC 全体のバックアップからの復元も簡単です。必要な操作は、データを戻す時点の選択だけ

です。QSAN XReplicator はバックアップからすべてのデータを元の場所に復元します。具

体的なディスクやパーティションを選択して復元することはできません。また、デフォルト

の保存先を変更することもできません。こうした制限を避ける必要がある場合は、通常のデ

ィスクレベルのバックアップ方法でデータをバックアップすることをおすすめします。詳細

については、「ディスクとパーティションのバックアップ 『29ページ 』」を参照してくだ

さい。 

PC 全体のバックアップから特定のファイルやフォルダを復元することもできます。詳細につ

いては、「ファイルやフォルダのバックアップ 『31ページ 』」を参照してください。 

PC 全体のバックアップにダイナミックディスクが含まれている場合、データをパーティショ

ンモードで復元します。つまり、復元対象のパーティションを選択したり、復元先を変更し

たりできます。詳細については、「ダイナミック/GPT ディスクおよびボリュームのリカバリ

について 『79ページ 』」を参照してください。 

PC全体のバックアップを作成する方法 

コンピュータ全体をバックアップするには、次の手順を実行します。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 
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3. [バックアップの追加] をクリックしてから、[新しいバックアップを作成] をクリック

します。 

4. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[コンピュータ全体] を選択します。 

5. [バックアップの保存先] アイコンをクリックし、バックアップの保存先を選択します。 

6. （オプションの手順） [オプション] をクリックして、スケジュール 『34ページ 』、

スキーム 『37ページ 』、パスワードによる保護 『47ページ 』などのバックアップオ

プションを設定します。詳細については、「バックアップオプション 『32ページ 』」

を参照してください。 

7. [今すぐバックアップ] をクリックします。 
 

2.4 ファイルのバックアップ 

文書、写真、音楽のファイル、ビデオのファイルなどのファイルを保護するために、そのフ

ァイルを含むパーティション全体をバックアップする必要はありません。特定のファイルと

フォルダーをバックアップして、QSAN NAS デバイスに保存できます。 

ファイルやフォルダをバックアップする手順は、次のとおりです。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[ファイルとフォルダ] を選択します。 

4. 表示されたウィンドウで、バックアップするファイルやフォルダの横にあるチェック ボ

ックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

5. [バックアップ先] アイコンをクリックし、QSAN NAS を選択します。 

6. [今すぐバックアップ] をクリックします。 

詳細については、「ファイルやフォルダのバックアップ 『31ページ 』」を参照してくださ

い。 
 

2.5 コンピュータのリカバリ 

システム ディスクのリカバリは重要な処理ですのでご注意ください。開始する前に、以下の

ヘルプ トピックにある詳細な説明を参照することをお勧めします。 
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 異常停止の原因を特定する 『62ページ 』 

 リカバリの準備 『63ページ 』 

 同じディスクへのシステムのリカバリ 『64ページ 』 

次の 2 つ異なるケースについて考えてみましょう。 

1. Windows は正しく動作していないが、QSAN XReplicator は起動できる。 

2. Windows を起動できない（たとえば、コンピュータの電源を入れても画面に表示される

内容が通常とは異なる）。 

ケース 1. Windows が正しく動作しない場合のコンピュータのリカバリ方法 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップ リストから、システム ディスクが格納されているバックアップを選択し

ます。 

4. バックアップの種類に応じて、[PCをリカバリ]、または [ディスクをリカバリ] をクリ

ックします。 

5. 表示されたウィンドウで、バックアップ バージョン（特定の日時のデータ状態）を選択

します。 

6. リカバリするシステム パーティションとシステム予約パーティション（存在する場合）

を選択します。 

7. [今すぐリカバリ] をクリックします。 

処理を完了するには、QSAN XReplicator でシステムを再起動する必要があります。 

ケース 2. Windows を起動できない場合のコンピュータのリカバリ方法 

1. QSAN ブータブルメディアをコンピュータに接続し、専用のスタンドアロン版の QSAN 

XReplicator を実行します。 

詳細については、「手順 2 ブータブルレスキューメディアの作成 『13ページ 』」と「BIOS

での起動順の並べ替え 『83ページ 』」を参照してください。 

2. [ようこそ] 画面で、[リカバリ] の下にある [マイディスク] を選択します。 

3. リカバリに使用するシステムディスクバックアップを選択します。バックアップを右ク

リックして、[リカバリ] を選択します。 
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バックアップが表示されない場合には、[参照] をクリックし、バックアップのパスを手

動で指定します。 

4. [リカバリの方法] で、[ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を選択しま

す。 

5. [リカバリ元] 画面で、システム パーティション（通常は C）を選択します。システム

パーティションは Pri フラグ、Act フラグでも識別できます。システム予約パーティショ

ンも選択します（存在する場合）。 

6. パーティションの設定を変更せずに、すべてそのままにして、[完了] をクリックしても

かまいません。 

7. 処理の概要を確認して [実行] をクリックします。 

8. 処理が終了したら、スタンドアロン版の QSAN XReplicator を終了し、レスキューメデ

ィアを取り出して（存在する場合）、リカバリしたシステムパーティションから起動しま

す。必要な状態まで Windows をリカバリしたことを確認してから、元の起動順序を復

元します。 
 

2.6 ファイルとフォルダのリカバリ 

ファイルレベルとディスクレベルのバックアップからファイルやフォルダをリカバリできま

す。 

ファイルやフォルダをリカバリする手順は、次のとおりです。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップリストから、リカバリするファイルやフォルダを含むバックアップを選択

します。 

4. 右側のパネルで、[ファイルのリカバリ] をクリックします。 

5. バックアップ バージョン（特定の日時のデータ状態）を選択します。 

6. リカバリするファイルやフォルダを選択し、[次へ] をクリックします。 

7. リカバリしたファイルやフォルダを保存するコンピュータ上の場所を選択します。元の

場所にデータをリカバリすることができます。また、必要に応じて新しい場所を選択す

ることもできます。新しい場所を選択するには、[参照] ボタンをクリックします。 



18 Copyright © Acronis International GmbH, 2002-2017 

 

8. リカバリ処理を開始するには、[今すぐリカバリする] ボタンをクリックします。  
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3 基本的な概念 

セクションの内容 

基本的な概念 ............................................................... 19 

ファイル バックアップとディスク/パーティション イメージの違い 21 

完全バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップ ...... 22 

バックアップと復元に関する FAQ .................................... 25 

バックアップファイルの命名 ........................................... 27 

Windows との統合 ....................................................... 27 
 

3.1 基本的な概念 

ここでは、プログラムの動作のしくみを理解するうえで役立つと思われる、基本的な概念に

ついて説明します。 

バックアップとリカバリ 

バックアップとは、元のデータが失われてもそのコピーからリカバリできるように、データ

のコピーを作成しておくことです。 

バックアップの主な目的は 2 つあります。 

 1 つは、オペレーティング システムが損傷した場合や起動しない場合に、OS をリカバ

リするという目的です（災害復旧といいます）。災害からのコンピュータの保護の詳細に

ついては、「システムの保護 『10ページ 』」を参照してください。 

 もう 1 つは、ファイルやフォルダが誤って削除されたり損傷した後に、特定のファイル

やフォルダをリカバリするという目的です。 

QSAN XReplicator は、この最初の目的を達成するために、ディスク（またはパーティショ

ン）イメージの作成機能を備え、第 2 の目的のために、ファイル レベル バックアップ作成

機能を備えています。 
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バックアップ バージョン 

バックアップ バージョンは、それぞれのバックアップ処理中に作成された単独または複数の

ファイルです。作成されるバージョンの数は、バックアップが実行された回数と常に同じに

なります。つまり、バージョンはそれぞれ特定の時点を表しており、その時点の状態にシス

テムやデータを復元することができます。 

バックアップ バージョンは、完全バックアップ、増分バックアップ、および差分バックアッ

プを表しています。「完全バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップ 『22ペー

ジ 』」を参照してください。 

バックアップ バージョンは、ファイル バージョンと似ています。ファイル バージョンとい

う考えは、「以前のバージョンのファイル」と呼ばれている Windows Vista や Windows 7 

の機能を使用しているユーザーにはよく知られています。この機能を使用すると、ファイル

を特定の日時における状態に復元できます。バックアップ バージョンを使用すると、同様の

方法でデータをリカバリできます。 

バックアップ ファイルの形式 

QSAN XReplicator では通常、バックアップデータが独自の TIB 形式に圧縮して保存されま

す。.tib ファイルのバックアップのデータは、Windows 環境またはリカバリ環境で QSAN 

XReplicator を使用した場合にのみリカバリできます。 

QSAN ノンストップ バックアップでは、データおよびメタデータ用に特殊な隠しストレー

ジが使用されています。バックアップ データは圧縮され、約 1 GB の複数のファイルに分

割されます。また、これらのファイルには独自の形式が採用されており、ファイルに格納さ

れているデータをリカバリするには QSAN XReplicator を使用する必要があります。 

バックアップのベリファイ 

バックアップのベリファイ機能を使用すれば、データをリカバリできるかどうかを確認でき

ます。バックアップされるデータブロックにはチェックサム値が追加されます。バックアッ

プベリファイの実行時に、QSAN XReplicator はバックアップファイルを開いてチェックサ

ム値を再計算し、保存されているチェックサム値と比較します。比較した値がすべて一致し

ていれば、そのバックアップファイルは破損していません。 
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スケジュール設定 

作成したバックアップを実際に役立てるには、可能な限り「最新」のバックアップを作成し

ておく必要があります。バックアップを自動的かつ定期的に実行するには、バックアップの

スケジュールを作成します。 

バックアップの削除 

不要になったバックアップとバックアップ バージョンを削除する場合は、QSAN 

XReplicator に用意されているツールを使用して削除してください。詳細については、「バ

ックアップとバックアップバージョンの削除 『59ページ 』」を参照してください。 

QSAN XReplicator は、バックアップに関する情報をメタデータ情報データベースに保存し

ます。そのため、不要なバックアップファイルを File Explorer で削除しても、バックアップ

に関する情報はデータベースから削除されません。その結果、既に存在していないバックア

ップに対してもプログラムが処理を実行しようとして、エラーが発生します。 
 

3.2 ファイル バックアップとディスク/パーティション 

イメージの違い 

ファイルとフォルダをバックアップする場合、ファイルとフォルダ ツリーのみが圧縮されて

保存されます。 

ディスク/パーティションのバックアップは、ファイルとフォルダのバックアップとは異なり

ます。QSAN XReplicator では、ディスクまたはパーティションの正確なスナップショット

が保存されます。この処理は「ディスク イメージの作成」または「ディスク バックアップ

の作成」と呼ばれ、作成されたバックアップは一般的に「ディスク/パーティション イメー

ジ」または「ディスク/パーティション バックアップ」と呼ばれます。 

ディスク/パーティションのバックアップには、ディスクまたはパーティションに保存されて

いるすべてのデータが含まれます。 

1. マスター ブート レコード（MBR）があるハード ディスクのゼロ トラック（MBR ディ

スク バックアップのみに適用）。 

2. 以下を含む、1 つ以上のパーティション 

1. ブート コード。 
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2. サービス ファイル、ファイル アロケーション テーブル（FAT）、およびパーティシ

ョン ブート レコードを含むファイル システム メタ データ。 

3. オペレーティング システム（システム ファイル、レジストリ、ドライバ）、ユーザ

ー データ、およびソフトウェア アプリケーションを含むファイル システム デー

タ。 

3. システム予約済みパーティション（存在する場合）。 

4. EFI システム パーティション（存在する場合）（GPT ディスク バックアップにのみ適

用）。 

デフォルトでは、データを含むハードディスク内のセクタのみが QSAN XReplicator によっ

て保存されます。また、QSAN XReplicator の場合、Windows XP 以降の pagefile.sys や

hiberfil.sys（コンピュータが休止状態になる際に RAM の内容を保持するファイル）はバッ

クアップされません。その結果、イメージ ファイルのサイズが小さくなり、イメージ ファ

イルの作成とリカバリに要する時間が短縮されます。 

このデフォルトの方法は、セクタ単位モードをオンにすることで、変更できます。この場合、

QSAN XReplicator では、含まれるデータだけではなく、すべてのハードディスクセクタが

コピーされます。 

 
 

3.3 完全バックアップ、増分バックアップ、差分バック

アップ 

注意:ご使用の QSAN XReplicator のエディションでは、増分バックアップおよび差分バックアップを

使用できない場合があります。 

 QSAN XReplicator には次の 3 つのバックアップ方法が用意されています。 

完全バックアップ 

完全バックアップ処理（別名「完全バックアップ バージョン」）の結果には、バックアップ

作成時のすべてのデータが含まれます。 

例:毎日、ドキュメントの 1 ページを書き、完全バックアップを使用してバックアップしま

す。XReplicator は、バックアップを実行するたびにドキュメント全体を保存します。 
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1.tib、2.tib、3.tib、4.tib: 完全バックアップ バージョン。 

 

追加情報 

完全バックアップ バージョンは、増分バックアップや差分バックアップの基になるデータと

なります。スタンドアロンのバックアップとしても使用できます。スタンドアロンの完全バ

ックアップは、システムを最初の状態に戻すことが多い場合や、複数のバックアップ バージ

ョンを管理することが望ましくない場合に最適なソリューションです。 

増分バックアップ 

増分バックアップ処理（別名「増分バックアップ バージョン」）の結果には、前回のバック

アップ以降に変更されたファイルのみが含まれます。 

例:毎日、ドキュメントの 1 ページを書き、増分バックアップを使用してバックアップしま

す。XReplicator は、バックアップを実行するたびに新しいページを保存します。 

注意:作成する最初のバックアップ バージョンは必ず完全バックアップである必要がありま

す。 

 1.tib: 完全バックアップ バージョン。 
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 2.tib、3.tib、4.tib: 増分バックアップ バージョン。 

 

追加情報 

増分バックアップは、頻繁なバックアップと特定の時点に戻す機能が必要な場合に非常に便

利です。一般に、増分バックアップ バージョンは完全バージョンや差分バージョンに比べて

かなり小さくなります。 

一方、増分バージョンでは、リカバリの実行時にプログラムでの処理が増加します。上記の

例では、4.tib ファイルから作業全体をリカバリする場合、XReplicator はすべてのバックア

ップ バージョンからデータを読み取ることになります。そのため、1 つの増分バックアップ 

バージョンを失ったり、破損したりすると、それ以降のすべての増分バックアップ バージョ

ンが使用できなくなります。 

差分バックアップ 

差分バックアップ処理（別名「差分バックアップ バージョン」）の結果には、前回の完全バ

ックアップ以降に変更されたファイルのみが含まれます。 

例:毎日、ドキュメントの 1 ページを書き、差分バックアップを使用してバックアップしま

す。XReplicator は、完全バックアップ バージョンに保存された最初のページ以外のドキュ

メント全体を保存します。 

注意:最初に作成するバックアップバージョンは必ず完全バックアップである必要がありま

す。 

 1.tib: 完全バックアップバージョン。 
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 2.tib、3.tib、4.tib: 差分バックアップ バージョン。 

 

追加情報 

差分バックアップは、前述の 2 つの方法の中間的な方法です。「完全」よりもかかる時間と

領域は少ないですが、「増分」よりは多くなります。差分バックアップ バージョンからデー

タをリカバリする場合、XReplicator には差分バージョンと最後の完全バージョンのみが必

要です。そのため、差分バージョンからのリカバリは、増分バージョンからのリカバリより

単純で、信頼性が高くなります。 

ディスクを最適化した後に、増分バックアップ、または差分バックアップを作成すると、通常に比べ

かなり大きなサイズになります。これは、ディスクの最適化プログラムによってディスク上のファイ

ルの位置が変更され、バックアップにこれらの変更が反映されるためです。このため、ディスク最適

化後に、完全バックアップを再度作成することをお勧めします。 

目的のバックアップ方法を選択するには、通常、カスタム バックアップ スキームを設定す

る必要があります。詳細については、「カスタム スキーム 『40ページ 』」を参照してく

ださい。 

 
 

3.4 バックアップと復元に関する FAQ 

 150 GBのシステムパーティションがありますが、このパーティションで使用されてい

る領域は80 GBのみです。QSAN XReplicatorのバックアップには何が含まれますか？

- デフォルトでは、QSAN XReplicator ではデータが含まれるハードディスクセクタのみ

がコピーされるため、バックアップは 80 GB のみになります。セクタ単位モードを選択
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することもできます。このようなバックアップモードが必要なのは特殊な場合のみです。

詳細については、「イメージ作成モード」を参照してください。セクタ単位モードのバッ

クアップの作成中には、プログラムによって使用済みと未使用の両方のハードディスクセ

クタがコピーされるため、通常バックアップファイルは非常に大きくなります。 

 システムディスクのバックアップにドライバ、ドキュメント、画像などが含まれますか？ 

- はい、システムディスクのバックアップにはドライバが含まれ、さらにマイドキュメ

ントフォルダのデフォルトのロケーションを変えていない場合、マイドキュメントフォ

ルダとそのサブフォルダの内容も含まれます。PC に搭載されたハードディスクが 1 台の

みの場合、このバックアップに、オペレーティングシステム、アプリケーション、およ

びデータのすべてが含まれます。 

 パーティションまたはディスク全体のどちらをバックアップすればよいですか？ - ほと

んどの場合、ディスク全体をバックアップする方が効果的です。ただし、場合によって

はパーティションのバックアップが推奨されることもあります。たとえば、ノートブッ

クにハードディスクが 1 台搭載されており、システム（ドライブ文字 C）とデータ（ドラ

イブ文字 D）の 2 つのパーティションに分割されている場合です。システムパーティシ

ョンのマイドキュメントフォルダとサブフォルダには仕事用のドキュメントが保存され

ています。データパーティションにはビデオ、画像、音楽のファイルが保存されていま

す。これらのファイルは既に圧縮されているため、QSAN XReplicator を使用してバッ

クアップしても、バックアップファイルのサイズが大幅に縮小することはありません。

この場合、データパーティションのファイルにはローカルの同期を使用し、システムパ

ーティションには別のバックアップを使用した方がよい場合があります。ただし、バッ

クアップストレージに十分な領域がある場合は、ディスク全体のバックアップを少なく

とも 1 つ作成することもおすすめします。 

 QSAN XReplicatorで RAIDはサポートされますか？ - QSAN XReplicator では、一

般的なハードウェア RAID アレイのすべてがサポートされています。ダイナミックディ

スクでのソフトウェア RAID 構成もサポートされています。QSAN ブータブルレスキュ

ーメディアでは、よく使われるハードウェア RAID コントローラのほとんどがサポート

されています。標準の QSAN レスキューメディアで RAID が 1 つのボリュームとして「

検出」されない場合、メディアに適切なドライバがないことが原因です。  
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3.5 バックアップファイルの命名 

バックアップファイル名には次の属性があります。 

 バックアップ名 

 バックアップ方法（full、inc、diff: 完全、増分、差分） 

 バックアップチェーン番号（b#形式） 

 バックアップバージョン番号（s#形式） 

 ボリューム番号（v#形式） 

たとえば、バックアップを複数のファイルに分割するとこの属性は変更されます。詳細に

ついては、「バックアップの分割 『50ページ 』」を参照してください。 

たとえば、バックアップ名は次のようになります。 

1. my_documents_full_b1_s1_v1.tib 

2. my_documents_full_b2_s1_v1.tib 

3. my_documents_inc_b2_s2_v1.tib 

4. my_documents_inc_b2_s3_v1.tib 

新たにバックアップを作成しているときに、既に同じ名前のファイルが存在する場合、プロ

グラムによって古いファイルは削除されず、新しいファイルに「-number」サフィックスが

追加されて、my_documents_inc_b2_s2_v1-2.tib のようになります。 
 

3.6 Windows との統合 

インストール時に QSAN XReplicator は Windows と緊密に統合されます。この統合によ

り、コンピュータの能力を最大限に引き出すことができます。 

QSAN XReplicator では、次のコンポーネントが統合されます。 

 Windows の [スタート] メニューに QSAN のアイテムが表示されます。 

 タスクバーに QSAN XReplicator ボタンが表示されます。 

 ショートカット メニュー コマンド。 
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Windows の [スタート] メニュー 

[スタート] メニューに、QSAN コマンド、ツール、およびユーティリティが表示されます。

これらを使用して QSAN XReplicator 機能にアクセスできます。アプリケーションを起動す

る必要はありません。 

タスクバーの QSAN ボタン 

Windows タスクバーの QSAN XReplicator ボタンにより、QSAN XReplicator の処理の

進行状況と結果を表示することができます。 

 

タスク トレイのアイコン 

処理の実行中には、特別なインジケータアイコンが Windows のタスクトレイに表示されま

す。このアイコンは、メイン プログラム ウィンドウが開いていなくても表示されます。 

 

 処理の進行状況または状態を示すツールのヒントを表示するには、アイコンの上に移動し

ます。 

 状態を表示したり、優先順位を変更したり、現在の処理をキャンセルしたりするには、

アイコンを右クリックして、対応するコマンドをクリックします。 

 



29 Copyright © Acronis International GmbH, 2002-2017 

 

4 データのバックアップ 

注意:ご使用の XReplicator エディションでは一部の機能を使用できない場合があります。 

 QSAN XReplicator は、IT の専門家をも満足させる洗練されたバックアップ機能を豊富に備

えています。それらのバックアップ機能によって、ディスク（パーティション）およびファ

イルをバックアップできます。最適なバックアップ機能を 1 つ選んで使用することも、すべ

てのバックアップ機能を使用することも可能です。以降の各セクションでは、これらのバッ

クアップ機能について詳しく説明します。 

セクションの内容 

ディスクとパーティションのバックアップ .......................... 29 

ファイルやフォルダのバックアップ .................................. 31 

バックアップ オプション ............................................... 32 

バックアップの操作 ...................................................... 55 
 

4.1 ディスクとパーティションのバックアップ 

ファイルのバックアップとは対照的に、ディスクやパーティションのバックアップには、デ

ィスクやパーティションに保存されているすべてのデータが含まれます。この種類のバック

アップは通常、システムディスク全体のシステムパーティションの正確なコピーを作成する

ために使用されます。このバックアップを行うと、Windows が正しく動作しなかったり起動

しない場合にコンピュータを復元することが可能になります。 

パーティションまたはディスクをバックアップするには: 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. [バックアップの追加] をクリックしてから、[新しいバックアップを作成] をクリック

します。 

4. （オプション）バックアップの名前を変更するには、バックアップ名の横にある矢印をク

リックし、[名前の変更] をクリックして、新しい名前を入力します。 
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5. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[ディスクとパーティション] を選択し

ます。 

6. 表示されたウィンドウで、バックアップするディスクやパーティションの横にあるチェ

ックボックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

非表示のパーティションを表示するには、[パーティションの完全な一覧] をクリックし

ます。 

ダイナミック ディスクをバックアップするには、パーティション モードのみを使用できます。 

 

7. [バックアップ先] アイコンをクリックし、QSAN NAS を選択します。 

8. （オプションの手順） [オプション] をクリックして、スケジュール 『34ページ 』、

スキーム 『37ページ 』、パスワードによる保護 『47ページ 』などのバックアップオ

プションを設定します。詳細については、「バックアップオプション 『32ページ 』」

を参照してください。 

9. 次のいずれかを実行します。 

 バックアップを直ちに実行するには、[今すぐバックアップ] をクリックします。 

 後でバックアップを実行する、またはスケジュールに基づいてバックアップを実行

するには、[今すぐバックアップ] ボタンの右側にある矢印をクリックし、[後で実行

] をクリックします。 
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4.2 ファイルやフォルダのバックアップ 

ドキュメント、写真、音楽のファイル、ビデオのファイルなどのファイルを保護するために、

ファイルを含むパーティション全体をバックアップする必要はありません。特定のファイル

やフォルダをバックアップできます。 

ファイルやフォルダをバックアップする手順は、次のとおりです。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. [バックアップの追加] をクリックしてから、[新しいバックアップを作成] をクリック

します。 

4. （オプション）バックアップの名前を変更するには、バックアップ名の横にある矢印をク

リックし、[名前の変更] をクリックして、新しい名前を入力します。 

5. [バックアップソース] アイコンをクリックし、[ファイルとフォルダ] を選択します。 

6. 表示されたウィンドウで、バックアップするファイルやフォルダの横にあるチェック ボ

ックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

 

7. [バックアップ先] アイコンをクリックし、QSAN NAS を選択します。 

8. （オプションの手順） [オプション] をクリックして、スケジュール 『34ページ 』、

スキーム 『37ページ 』、パスワードによる保護 『47ページ 』などのバックアップオ
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プションを設定します。詳細については、「バックアップオプション 『32ページ 』」

を参照してください。 

9. 次のいずれかを実行します。 

 バックアップを直ちに実行するには、[今すぐバックアップ] をクリックします。 

 後でバックアップを実行する、またはスケジュールに基づいてバックアップを実行

するには、[今すぐバックアップ] ボタンの右側にある下向きの矢印をクリックし、[

後で実行] をクリックします。 
 

4.3 バックアップ オプション 

注意:ご使用の XReplicator エディションでは一部の機能を使用できない場合があります。 

[ディスク バックアップ オプション]、[ファイル バックアップ オプション] のウィンドウ

で、それぞれ、ディスクとパーティションおよびファイルのバックアップ処理のオプション

を設定できます。オプションのウィンドウを開くには、該当するリンクをクリックします。 

アプリケーションをインストールすると、すべてのオプションは初期値に設定されます。こ

れらのオプションは、現在のバックアップ処理のためだけに変更することも、今後のすべて

のバックアップ向けに変更することも可能です。[設定をデフォルトとして保存する] チェッ

クボックスをオンにすると、変更した設定が今後のバックアップ作業すべてにデフォルトで

適用されます。 
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それぞれのバックアップのオプションは完全に独立しているため、これらは個別に設定する

必要がある点にご注意ください。 

製品の初回インストール後に変更したオプションをすべてリセットする場合は、[初期設定に

リセット] ボタンをクリックします。 

セクションの内容 

スケジュール設定 ......................................................... 34 

バックアップ スキーム .................................................. 37 

バックアップ処理の通知 ................................................. 45 

バックアップの保護 ...................................................... 47 

バックアップ処理前後に実行するコマンド .......................... 48 

バックアップの分割 ...................................................... 50 

バックアップのベリファイ オプション .............................. 51 

バックアップの予備コピー .............................................. 51 

リムーバブル メディアの設定 ......................................... 52 

エラー処理 .................................................................. 53 

コンピュータのシャットダウン ........................................ 54 

バックアップ処理のパフォーマンス .................................. 54 
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4.3.1 スケジュール設定 

[スケジュール] タブを使用すると、バックアップを指定し、スケジュール設定をベリファイ

できます。 

 

バックアップおよびベリファイ実行の間隔を、次のいずれかから選択して設定できます。 

 [日単位] 『35ページ 』: 処理は 1 日 1 回以上実行されます。 

 [週単位] 『36ページ 』: 処理は 1 週間に 1 回、または 1 週間に複数回、指定した曜

日に実行されます。 

 [月単位] 『36ページ 』: 処理は 1 か月に 1 回、または 1 か月に複数回、指定した日

に実行されます。 

 [イベント発生時] 『36ページ 』: 処理はイベントの発生時に実行されます。 

 [スケジュールを設定しない]: 現在の処理に対してスケジューラがオフになります。こ

の場合、バックアップやベリファイはそれぞれ、メイン ウィンドウで [今すぐバックア

ップ] または [ベリファイ] をクリックした場合にのみ実行されます。 

詳細設定 

[詳細設定] をクリックすると、バックアップおよびベリファイの次の追加設定を指定できま

す。 
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 スケジュールされた処理の実行を、コンピュータが使用中でない状態（スクリーン セー

バーが表示される、またはコンピュータがロックされている状態）になるまで延期するに

は、[コンピュータのアイドル時にのみバックアップを実行] チェックボックスをオンに

します。ベリファイのスケジュールを設定すると、チェックボックスが [コンピュータの

アイドル時にのみベリファイを実行する] に変化します。 

 スリープ/休止状態のコンピュータを起動して、スケジュールされた処理を実行するには

、[スリープ/休止状態のコンピュータを起動] チェックボックスをオンにします。 

 バックアップに時間がかかる場合、コンピュータがスリープモードや休止状態モードに

入ると、バックアップが中断されることがあります。この状況が発生しないようにする

には、[コンピュータをスリープ/休止状態にしない] チェックボックスをオンにします

。 

 スケジュールした時刻にコンピュータの電源が入っていない場合、処理は実行されませ

ん。実行されなかった処理は、次回のシステム起動時に強制的に実行することができま

す。そのように設定するには、[システム起動時に遅延して実行（分単位）] チェックボ

ックスをオンにします。 

さらに、システムを起動して一定時間後にバックアップを開始するために、時間遅延を設

定できます。たとえば、システム起動の 20 分後にバックアップを開始するには、該当

するボックスに「20」と入力します。 

 USB フラッシュドライブへのバックアップ、または USB フラッシュドライブに存在する

バックアップのベリファイを設定すると、[現在のデバイスが接続されている場合に実行] 

というもう 1 つのチェックボックスが表示されます。チェックボックスをオンにすると、

スケジュールした時刻に USB フラッシュ ドライブが接続されていなかったために実行

されなかった処理を、USB フラッシュ ドライブが接続されたときに実行することができ

ます。 
 

4.3.1.1 日単位の実行パラメータ 

日単位の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 開始時刻または実行間隔 

 [時刻:] を選択した場合、開始時刻を設定します。時と分を手動で入力するか、上下

の矢印ボタンを使用して開始時刻を設定します。複数の開始時刻を指定するには、[追

加] をクリックします。 
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 [毎] を選択した場合は、ドロップダウン リストから日単位の処理の実行間隔を選択

します（例: 2 時間ごと）。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『34ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.1.2 週単位の実行パラメータ 

週単位の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 曜日 

処理の名前をクリックして、処理を実行する日を選択します。 

 開始時刻 

処理の開始時刻を設定します。時と分を手動で入力するか、上下の矢印ボタンを使用して

開始時刻を設定します。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『34ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.1.3 月単位の実行パラメータ 

月単位の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 実行間隔または日付 

 [毎] を選択した場合、ドロップダウン リストから週の番号と曜日を選択します（た

とえば、第 1 月曜日を選択すると、処理は毎月第 1 月曜日に実行されます）。 

 [指定日] を選択した場合、処理の実行日を選択します（たとえば、その月の 10 日

、20 日、および最終日に処理を実行できます）。 

 開始時刻 

処理の開始時刻を設定します。時と分を手動で入力するか、上下の矢印ボタンを使用して

開始時刻を設定します。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『34ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.1.4 イベント発生時の実行パラメータ 

イベント発生時の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 イベント 
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 [ユーザー ログオン]: 現在のユーザーがオペレーティング システムにログオンする

たびに処理が実行されます。 

 [ユーザー ログオフ]: 現在のユーザーがオペレーティング システムからログオフす

るたびに処理が実行されます。 

 [システムの起動]: オペレーティング システムの起動時に毎回処理が実行されます

。 

 [システム シャットダウンまたは再起動]: コンピュータのシャットダウン時または

再起動時に毎回処理が実行されます。 

 追加条件 

 当日そのイベントが最初に発生したときにのみ処理を実行する場合は、[1 日 1 回の

み] チェックボックスをオンにします。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『34ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.2 バックアップ スキーム 

バックアップ スキームとスケジューラを使用して、バックアップ戦略を設定できます。この

スキームを使用することで、バックアップ ストレージ領域の使用を最適化し、データ スト

レージの信頼性を向上させ、使用しなくなったバックアック バージョンを自動的に削除する

ことができます。 

オンラインバックアップの場合、バックアップスキームはデフォルトで設定されており、変

更できません。最初は完全バックアップが作成され、その後は増分バックアップが作成され

ます。 

バックアップスキームでは、以下のパラメータを定義します。 

 バックアップ バージョン作成の際に使用するバックアップ方法（完全、差分、増分） 

 別の方法で作成したバックアップ バージョンのシーケンス 
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 バージョンのクリーンアップ ルール 

 

QSAN XReplicator で選択可能なバックアップ スキームは次のとおりです。 

 単一バージョン 『39ページ 』: 最小限のバックアップ ストレージを使用する場合にこ

のスキームを選択します。 

 バージョン チェーン 『39ページ 』: 多くの場合に最適なスキームです。 

 増分: 5 つの増分バージョンが作成されるごとに完全バージョンを作成する場合に選択

します。これはデフォルトのスキームです。 

 差分: 最初の完全バックアップの後で差分バックアップのみを作成する場合に選択しま

す。 

 カスタム 『40ページ 』: バックアップ スキームを手動で設定する場合に選択します。 

既存のバックアップのバックアップスキームは簡単に変更できます。バックアップスキーム

を変更してもバックアップチェーンの整合性には影響しないため、以前の任意のバックアッ

プバージョンからデータを復元することができます。 

DVD/BD などの光学メディアにバックアップするときは、バックアップ スキームを変更できません。

この場合、QSAN XReplicator はデフォルトで完全バックアップのみのカスタム スキームを使用しま

す。これは、プログラムが光学メディアに保存されたバックアップを統合できないためです。 
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4.3.2.1 単一バージョン スキーム 

このバックアップスキームは、ディスクバックアップとファイルバックアップで同一です（ス

ケジューラ設定は除く）。 

このスキームでは完全なバックアップバージョンが作成されます。このバージョンは、指定

したスケジュール時間や手動バックアップの実行時に上書きされます。この処理では、新し

いバージョンが作成された後に古いバージョンが削除されます。 

ディスク バックアップのバックアップ スケジューラ設定:月単位。 

ファイルバックアップのバックアップスケジュール設定:日単位。 

結果: 単一で最新の完全バックアップ バージョンが作成されます。 

必要なストレージ領域:最小 
 

4.3.2.2 バージョン チェーン スキーム 

注意:この機能は、ご使用の XReplicator エディションでは使用できない場合があります。 

最初に完全バックアップ バージョンが作成されます。このバージョンは、手動で削除される

まで保存されます。これ以降、指定のスケジュールに従って（または手動バックアップの実

行時に）、1 つの完全バックアップバージョンと、5 つの差分バックアップバージョンが作

成されます。続いて、1 つの完全バックアップバージョンと、5 つの差分バックアップバー

ジョンが再度作成位され、これが繰り返されます。作成したバージョンは 6 ヵ月間保存され

ます。この期間が経過すると、（最初の完全バージョン以外の）最も古いバックアップ バー

ジョンを削除してもよいかどうかが分析されます。この結果は、バージョンの最小限の数（8）

およびバージョン チェーンの一貫性によって変わります。同じバックアップ方法で新しいバ

ージョンが作成されると、最も古いバージョンが 1 つずつ削除されます（たとえば最も古い

差分バージョンは、最新の差分バージョンの作成後に削除されます）。まず最も古い差分バ

ージョンが削除され、次に最も古い完全バージョンが削除されます。 

バックアップスケジュール設定:月単位。 

結果: 直近の 6 ヵ月間のバックアップバージョンが月単位で保持されます（最初の完全バッ

クアップバージョンを含む。このバージョンは、さらに長期間保管可能）。 
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必要なストレージ領域:バージョンの数とサイズによって異なります。 
 

4.3.2.3 カスタム スキーム 

QSAN XReplicator を使用すると、独自のバックアップ スキームを作成できます。事前定義

されたバックアップ スキームに基づいてスキームを作成することもできます。事前定義され

たスキームを選択して自身の要件に合わせて変更し、その変更後のスキームを新しいものと

して保存します。 

既存の事前定義されたバックアップ スキームは、上書きできません。 

まず該当のボックスでバックアップ方法を選択してください。 

 完全 『22ページ 』 

自動クリーンアップのルール 

使用しなくなったバックアップ バージョンを自動的に削除するには、以下のクリーンアップ 

ルールのうちの 1 つを設定します。 

 [次の期間が経過したバージョンを削除する [定義した期間]]（完全バックアップの場合

のみ使用可能）- バックアップ バージョンの保存期間を限定する場合は、このオプショ

ンを選択します。指定した期間を超過したバージョンは、すべて自動的に削除されます。 

 [最大 [n] つの最新バージョンを保存する]（完全バックアップの場合のみ使用可能） - 

バックアップ バージョンの最大数を制限する場合は、このオプションを選択します。バ

ージョン数が指定値を超えると、最も古いバックアップ バージョンが自動的に削除され

ます。 

 [バックアップのサイズを次のサイズ以下に保つ [定義したサイズ]] - バックアップの

最大サイズを制限する場合は、このオプションを選択します。新しいバックアップ バー

ジョンが作成された後に、バックアップの合計サイズが、指定した値を超えているかど

うかが確認されます。指定した値を超えている場合は、古いバックアップ バージョンが

削除されます。 

最初のバックアップ バージョンのオプション 

バックアップの最初のバージョンは多くの場合、最も重要なバージョンの 1 つです。このバ

ージョンには、初期のデータ状態（最近インストールした Windows のシステム パーティ
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ションなど）や、その他の安定したデータ状態（ウィルス チェック完了後のデータなど）が

保存されるためです。 

[バックアップの最初のバージョンは削除しない] - 初期のデータ状態を維持する場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。最初の完全バックアップ バージョンが 2 つ作成され

ます。最初のバージョンは自動クリーンアップから除外され、手動で削除するまで保存され

ます。 

このチェックボックスをオンにすると、[最大[n] つの最新バージョンを保存する] チェック

ボックスが、[1+[n] つの最新バージョンを保存する] に変わります。 
 

カスタム バックアップ スキームの管理 

既存のバックアップ スキームに何らかの変更を加えた場合、変更したスキームを新しいもの

として保存できます。その場合、そのバックアップ スキームに新しい名前を指定する必要が

あります。 

 既存のカスタム スキームを上書きすることもできます。 

 既存の事前定義されたバックアップ スキームは、上書きできません。 

 スキーム名には、その OS でファイル名に使用できるすべての文字（記号）を使用でき

ます。バックアップ スキーム名の最大長は、255 文字です。 

 カスタム バックアップ スキームは、最高 16 個まで作成できます。 

カスタム バックアップ スキームを作成した後は、バックアップを設定するときに他の既存

のバックアップ スキームと同様に使用できます。 

また、カスタム バックアップ スキームを保存しないで使用することもできます。その場合

は、作成したときのバックアップでのみ使用され、他のバックアップには使用できません。 

カスタム バックアップ スキームが必要なくなった場合は、削除できます。バックアップ ス

キームを削除するには、バックアップ スキームのリストで削除するスキームを選択し、[削

除] をクリックして、確認ウィンドウで再度 [スキームを削除] をクリックします。 

事前定義されたバックアップ スキームは、削除できません。 
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カスタム スキームの例 

1. PC全体のバックアップ「2つの完全バックアップ」 

ケース:コンピュータ上のすべてのデータを 2 つの完全バックアップを使用して保護し、月に

1 度バックアップをアップデートするようにします。カスタムバックアップスキームを使用

して実行する方法について説明します。 

1. PC 全体のバックアップの設定を開始します。詳細については、「PC のすべてのデータの

バックアップ 『14ページ 』」を参照してください。 

2. バックアップ対象として [コンピュータ全体] が選択されていることを確認します。 

3. [オプション] をクリックして [スケジュール] タブを開き、[月単位] をクリックして

、日付（たとえば、20 日）を指定します。これで、毎月の指定した日付にバックアップ

バージョンが作成されるようになります。次に、バックアップ処理の開始時刻を指定し

ます。 

4. [バックアップ スキーム] タブを開き、[増分スキーム] の代わりに [カスタム スキー

ム] を選択します。 

5. [バックアップの方法] ボックスで、ドロップダウンリストから [完全] を選択します。 

6. バージョン数を制限するには、[最大[n]つの最新バージョンを保存する] をクリックし

て、「2」と入力または選択し、[OK] をクリックします。 

この場合、プログラムは新しい完全バックアップを毎月 20 日に作成します。3 つ目のバ

ージョンを作成した後は、最も古いバージョンは自動的に削除されます。 

7. すべての設定が正しいことを確認して、[今すぐバックアップ] をクリックします。初回

バックアップをスケジューラで指定した時刻にのみ実行するようにするには、[今すぐバ

ックアップ] ボタンの右側にある下向き矢印をクリックして、ドロップダウンリストで 

[後で実行] を選択します。 

2. ファイル バックアップ: 日単位の増分バックアップと週単位の完全バック

アップ 

ケース:毎日作業するファイルやフォルダがあります。毎日の作業をバックアップする必要が

あり、データの状態を過去 3 週間の任意の日に復元できるようにすることを計画します。カ

スタム バックアップ スキームを使用して、これを実行する方法について説明します。 
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1. ファイル バックアップの設定を開始します。詳細については、「ファイルやフォルダの

バックアップ」を参照してください。 

2. [オプション] をクリックして [スケジュール] タブを開き、[日単位] をクリックして

、バックアップ処理の開始時刻を指定します。たとえば、毎日の作業を午後 8 時に終了

する場合、その時刻または少し後（午後 8 時 5 分）を開始時刻に指定します。 

3. [バックアップスキーム] タブを開き、[増分スキーム] の代わりに [カスタムスキーム] 

を選択します。 

4. [バックアップの方法] ボックスで、ドロップダウンリストから [増分] を選択します。 

5. [次のバージョンごとに完全バージョンを作成する: [n] 増分バージョン] をクリックし

て、「6」を入力するか、または選択します。 

この場合、プログラムは最初に初回の完全バックアップバージョンを作成し（バックアッ

プ処理の設定方法にかかわらず、初回バックアップバージョンは完全バックアップになり

ます）、6 つの増分バックアップを日ごとに作成します。その後、1 つの完全バックアッ

プと 6 つの増分バックアップを再度作成します。このように新しい完全バージョンはす

べてちょうど 1 週間の期間で作成されます。 

6. バージョンの保存期間を制限するには、[自動クリーンアップをオンにします] をクリッ

クします。 

7. [次の期間が経過したバージョン チェーンを削除する [定義した期間]] をクリックして

、「21」を入力するか、または選択して、[OK] をクリックします。 

8. すべての設定が正しいことを確認して、[今すぐバックアップ] をクリックします。初回

バックアップをスケジューラで指定した時刻にのみ実行するようにするには、[今すぐバ

ックアップ] ボタンの右側にある下向き矢印をクリックして、ドロップダウンリストで 

[後で実行] を選択します。 

3. ディスク バックアップ: 完全バージョン 2 ヵ月ごとと差分バックアップ

月 2 回 

ケース:システムパーティションを月 2 回バックアップし、新しい完全バックアップバージョ

ンを 2 ヵ月ごとに作成する必要があります。また、バックアップ バージョンの保存に使用す

るディスク領域は、100 GB 以下にします。カスタム バックアップ スキームを使用して、

これを実行する方法について説明します。 
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1. ディスク バックアップの設定を開始します。「ディスクとパーティションのバックアッ

プ 『29ページ 』」を参照してください。 

2. システムパーティション（通常は C:）をバックアップ対象して選択します。 

3. [オプション] をクリックして [スケジュール] タブを開き、[月単位] をクリックして

、たとえば、毎月 1 日と 15 日を指定します。これにより、約 2 週間ごとにバックアップ

バージョンが作成されます。次に、バックアップ処理の開始時刻を指定します。 

4. [バックアップスキーム] タブを開き、[増分スキーム] の代わりに [カスタムスキーム] 

を選択します。 

5. [バックアップの方法] ボックスで、ドロップダウンリストから [差分] を選択します。 

6. [次のバージョンごとに完全バージョンを作成する: [n] 差分バージョン] をクリックし

て、「3」を入力するか、または選択します。 

この場合、プログラムは最初に初回の完全バックアップバージョンを作成し（バックアッ

プ処理の設定方法にかかわらず、初回バックアップバージョンは完全バックアップになり

ます）、3 つの差分バージョンを約 2 週間ごとに作成します。そして再び 1 つの完全バ

ックアップと 3 つの差分バックアップを作成します。このように新しい完全バージョン

は 2 ヵ月ごとに作成されます。 

7. バージョンの保存領域を制限するには、[自動クリーンアップをオンにします] をクリッ

クします。 

8. [バックアップのサイズを次のサイズ以下に保つ [定義したサイズ]] をクリックして、

「100」、「GB」を入力するか、または選択して、[OK] をクリックします。 

バックアップの合計サイズが 100 GB を超えた場合、QSAN XReplicator は既存のバックアップ 

バージョンをクリーンアップして、残りのバージョンがサイズ制限を満たすようにします。プログ

ラムは、1 つの完全バックアップバージョンと 3 つの差分バックアップバージョンで構成される、

最も古いバックアップチェーンを削除します。 

9. すべての設定が正しいことを確認して、[今すぐバックアップ] をクリックします。初回

バックアップをスケジューラで指定した時刻にのみ実行するようにするには、[今すぐバ

ックアップ] ボタンの右側にある下向き矢印をクリックして、ドロップダウンリストで 

[後で実行] を選択します。 
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4.3.3 バックアップ処理の通知 

バックアップまたは復元の処理には 1 時間以上かかる場合があります。QSAN XReplicator

では、この処理の終了時に電子メールで通知を受け取ることができます。また、処理中に発

行されたメッセージや、処理完了後の完全な処理ログもプログラムによって送信されます。 

デフォルトでは、すべての通知設定が無効になっています。 

空きディスク領域のしきい値 

バックアップストレージの空き領域が指定のしきい値より少なくなったときに、通知を受け

取ることができます。バックアップの開始後、選択したバックアップ保存先の空き領域が指

定値よりも既に少ないことが QSAN XReplicator によって検出された場合には、プログラム

で実際のバックアップ処理は開始されず、空き領域が少ない旨の通知メッセージが直ちに表

示されます。メッセージには次の 3 つの選択肢が示されます。メッセージを無視してバック

アップを続行する、バックアップを保存する別の場所を参照する、バックアップをキャンセ

ルする、の中からいずれかを選択します。 

バックアップの実行中に空き領域が指定値より少なくなった場合にも、プログラムにより同

じメッセージが表示されるため、同様の選択を行う必要があります。 

ディスクの空き領域のしきい値を設定するには、次の手順を実行します。 

 [ディスクの空き領域が不十分なときに通知メッセージを表示する] チェックボックスを

オンにします。 

 [サイズ] ボックスでしきい値を入力または選択し、単位を選択します。 

QSAN XReplicator では、次のストレージデバイスの空き領域をチェックすることができま

す。 

 ローカルハードドライブ 

 USB カードおよびドライブ 

 ネットワーク共有（SMB/NFS） 

[エラー処理] 設定で [処理中にメッセージやダイアログを表示しない（サイレントモード）] チェッ

クボックスがオンになっている場合、メッセージは表示されません。 

FTP サーバーと CD/DVD ドライブでは、このオプションを有効にすることはできません。 
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電子メールによる通知 

メール通知の送信に使用するメール アカウントを指定することができます。 

メール通知を設定するには: 

1. [処理状態に関する電子メール通知を送信する] チェックボックスを選択します。 

2. 電子メールを設定します。 

 [宛先] フィールドに電子メール アドレスを入力します。複数の電子メール アドレ

スをセミコロンで区切って入力することもできます。 

 送信メール サーバー（SMTP）を [送信メール サーバー（SMTP）] フィールドに

入力します。 

 送信メール サーバーのポート番号を設定します。デフォルトの場合、ポート番号は 

25 に設定されます。 

 必要に応じて、[SMTP 認証] チェック ボックスを選択し、対応するフィールドに

ユーザー名とパスワードを入力します。 

3. 設定が正しいかどうかをチェックするには、[テスト メッセージを送信する] ボタンをク

リックします。 

テスト メッセージの送信に失敗した場合は、以下を実行します。 

1. [拡張設定を表示] をクリックします。 

2. 追加の電子メール設定を行います。 

 [差出人] フィールドに電子メール送信者のアドレスを入力します。指定するアドレ

スが不明な場合は、たとえば、aaa@bbb.com のような標準形式で任意のアドレスを

入力します。 

 必要に応じて、[件名] フィールドのメッセージの件名を変更します。 

バックアップステータスを簡単にチェックするために、電子メールメッセージの件名

に最も重要な情報を追加できます。入力可能なテキストラベルは次のとおりです。 

 %BACKUP_NAME%: バックアップ名 

 %COMPUTER_NAME%: バックアップが開始されたコンピュータ名 

 %OPERATION_STATUS%: バックアップまたは他の処理の結果 
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たとえば、次のように入力することができます。%BACKUP_NAME%のバックア

ップ状況:%OPERATION_STATUS%（%COMPUTER_NAME%） 

 [受信メール サーバーにログオンする] チェック ボックスをオンにします。 

 受信メール サーバー（POP3）を [POP3 サーバー] フィールドに入力します。 

 受信メール サーバーのポート番号を設定します。デフォルトでは、ポートは 110 に

設定されます。 

3. [テストメッセージを送信する] ボタンをもう一度クリックします。 

その他の通知設定: 

 処理の完了に関する通知を送信するには、[処理が正常に完了したら通知を送信する] チ

ェックボックスをオンにします。 

 処理の失敗に関する通知を送信するには、[処理が失敗したら通知を送信する] チェック

ボックスをオンにします。 

 処理メッセージを添付して通知を送信するには、[ユーザーの操作が必要な場合に通知を

送信する] チェックボックスをオンにします。 

 処理の詳細なログを添付して通知を送信するには、[完全なログを通知に含める] チェッ

クボックスをオンにします。 
 

4.3.4 バックアップの保護 

バックアップファイルをパスワードで保護することができます。デフォルトでは、バックア

ップはパスワードで保護されません。 

既存のバックアップのバックアップ保護オプションを設定または変更することはできません。 

バックアップを保護する手順は、次のとおりです。  

1. バックアップ用のパスワードを対応するフィールドに入力します。パスワードはできる限

り想像しにくいものにするため、8 文字以上の、アルファベット（大文字と小文字の両

方を使用することが望ましい）と数字を含むものにしてください。 

パスワードを取得することはできません。バックアップの保護に指定したパスワードは記憶してく

ださい。 

2. 先に入力したパスワードの確認用に、対応するフィールドにパスワードをもう一度入力し

ます。 
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3. （任意の手順）機密データの安全性を高めるため、業界標準の強力な AES（Advanced 

Encryption Standard）暗号化アルゴリズムを使用してバックアップを暗号化することも

できます。AES には、パフォーマンスと保護強度に応じて、キーの長さが 3 種類あり

（128、192、256 ビット）、いずれかを選択できます。 

ほとんどの場合は、暗号キーの長さは 128 ビットで十分です。キーが長いほど、データ

のセキュリティは向上します。ただし、192 ビットや 256 ビットの長さのキーを使用

すると、バックアップ処理の速度が大幅に低下します。 

AES 暗号を使用する場合は、以下のキーのいずれかを選択します。 

 [AES 128]: 128 ビット暗号キーを使用します。 

 [AES 192]: 192 ビット暗号キーを使用します。 

 [AES 256]: 256 ビット暗号キーを使用します。 

バックアップを暗号化せず、パスワードによる保護のみを行う場合は、[暗号化しない] を

選択します。 

4. バックアップの設定値を指定したら、[OK] をクリックします。 

パスワードで保護されたバックアップにアクセスするには 

QSAN XReplicator は、以下を実行する場合など、バックアップを変更するたびにパスワー

ドの入力を要求します。 

 バックアップからのデータの復元 

 設定の編集 

 削除 

 マウント 

 移動 

バックアップにアクセスするには、正しいパスワードを指定する必要があります。 
 

4.3.5 バックアップ処理前後に実行するコマンド 

バックアップ処理の前後に自動的に実行するコマンド（またはバッチ ファイル）を指定する

ことができます。 
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たとえば、バックアップを開始する前に特定の Windows プロセスを開始/停止することや、

バックアップ対象のデータを調べることができます。 

コマンド（バッチ ファイル）を指定する手順は、次のとおりです。 

 バックアップ処理の開始前に実行するコマンドを [処理前に実行するコマンド] フィー

ルドで選択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチ ファイルを選択す

るには、[編集] ボタンをクリックします。 

 バックアップ処理の終了後に実行するコマンドを [処理後に実行するコマンド] フィー

ルドで選択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチ ファイルを選択す

るには、[編集] ボタンをクリックします。 

ユーザーの入力を必要とする対話型のコマンド（pause など）は実行しないでください。こ

れらのコマンドは、サポートされていません。 

 
 

4.3.5.1 バックアップ用ユーザー コマンドの編集 

バックアップ処理の前または後に実行するユーザー コマンドを指定することができます。 

 コマンドを [コマンド] フィールドに入力するか、一覧から選択します。[...] をクリッ

クすると、バッチ ファイルを選択できます。 

 [作業ディレクトリ] フィールドに、コマンド実行のためのパスを入力するか、入力済み

のパスの一覧から選択します。 

 コマンド実行引数を [引数] フィールドに入力するか、一覧から選択します。 

[コマンドの実行が完了するまで処理を行わない] パラメータを無効にすると（デフォルトで

は有効）、コマンド実行と並行してバックアップ処理を実行できます。 

[ユーザー コマンドが失敗したら処理を中止する] パラメータを有効にした場合は（デフォ

ルトでは有効）、コマンド実行でエラーが発生すると処理が中止されます。 

入力したコマンドをテストするには、[コマンドのテスト] ボタンをクリックします。 
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4.3.6 バックアップの分割 

QSAN XReplicator では、既存のバックアップを分割することはできません。バックアップの分割は

作成時のみ可能です。 

サイズの大きいバックアップを、元のバックアップを構成するいくつかのファイルに分割す

ることができます。また、リムーバブル メディアに書き込めるようにバックアップを分割す

ることもできます。 

デフォルトの設定は [自動] です。この設定を使用すると、QSAN XReplicator は次のよう

に動作します。 

ハードディスクにバックアップする場合: 

 選択したディスクに十分な空き領域があり、予想ファイル サイズがファイル システムの

許容範囲内である場合は、1 つのバックアップ ファイルを作成します。 

 ストレージディスクに十分な空き領域があっても、予想ファイル サイズがファイル シ

ステムの許容範囲を超える場合、プログラムは自動的にイメージを複数のファイルに分

割します。 

 ハードディスクに、イメージを保存するだけの十分な空き領域がない場合、プログラム

は警告を表示し、問題への対処方法の入力を求めます。空き領域を増やして続行するか

、別のディスクを選択することができます。 

CD-R/RW、DVD-R/RW、DVD+R/RW、および BD-R/RE にバックアップする場合: 

 前のディスクがいっぱいになると、QSAN XReplicator によって新しいディスクを挿入

するように指示されます。 

また、ドロップダウン リストからファイル サイズを選択することもできます。バックアッ

プは、指定したサイズの複数のファイルに分割されます。後で CD-R/RW、DVD-R/RW、

DVD+R/RW、または BD-R/RE にバックアップを書き込むためにハードディスクにバック

アップを保存する場合には、この機能が役立ちます。 

CD-R/RW、DVD-R/RW、DVD+R/RW、および BD-R/RE に直接イメージを作成すると、ハードデ

ィスクに作成するよりも大幅に時間がかかる場合があります。 
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4.3.7 バックアップのベリファイ オプション 

注意:ご使用の製品エディションでは一部の機能を使用できない場合があります。 

追加のベリファイ設定を指定することができます。作成後にバックアップをベリファイする。 

このオプションを有効にすると、バックアップの直後に、最近作成または追加したバックア

ップ バージョンの整合性がチェックされます。重大なデータのバックアップ、またはディス

ク/パーティションのバックアップを設定するときには、バックアップを使用して消失したデ

ータを確実にリカバリできるよう、このオプションを有効にすることをお勧めします。 

標準ベリファイ 

バックアップが正常な状態であることを確認するために、バックアップのベリファイをスケ

ジュールすることも可能です。デフォルトでは、標準ベリファイは次の設定でオンになりま

す。 

 間隔:週 1 回 

 日付:バックアップが開始された日 

 時間:バックアップが開始された時間 + 15 分 

 詳細設定:[コンピュータのアイドル時にのみベリファイを実行] チェックボックスをオ

ン 

デフォルト設定を変更して、独自のスケジュールを指定することもできます。詳細について

は、「スケジュール設定 『34ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.8 バックアップの予備コピー 

バックアップの予備コピーを作成して、ファイル システムまたはネットワーク ドライブに

保存できます。 

予備コピーを作成する手順は、次のとおりです。 

 [バックアップの予備コピーを作成する] チェックボックスをオンにします。 

 [場所の設定...] をクリックし、バックアップ コピーの場所を指定します。 

すべてのバックアップ オプション（バックアップの圧縮、バックアップの分割など）がソー

ス バックアップから継承されます。 



52 Copyright © Acronis International GmbH, 2002-2017 

 

予備コピーには、バックアップとして選択したすべてのデータが常に含められます。つまり、予備コ

ピーを作成する場合は常にソース データの完全バックアップが作成されます。 

また、通常のバックアップと予備コピーは、両方同時ではなくどちらか一方しか実行できな

いので、利便性とデータ セキュリティが向上するかわりに、バックアップにかかる時間が増

えます。 
 

4.3.9 リムーバブル メディアの設定 

リムーバブル メディアにバックアップする際には、追加コンポーネントを書き込むことで、

このメディアをブータブルにすることができます。このようにすると、別のブータブル ディ

スクが不要になります。 

フラッシュ ドライブが NTFS または exFAT でフォーマットされている場合は、QSAN XReplicator 

ではブータブル メディアは作成できません。ドライブは、FAT16 または FAT32 ファイルシステムに

してください。 

次の設定を使用できます。 

 メディアに QSAN XReplicatorを配置する 

QSAN XReplicator: USB、PC カード（以前の PCMCIA）、SCSI インターフェイス、

およびそれらを介して接続されるストレージデバイスがサポートされます。このコンポー

ネントの使用を強くおすすめします。 

 QSAN システム レポートをメディアに配置する 

QSAN システム レポート: システム レポートが生成されます。このレポートは、プロ

グラムの問題が発生したときに、システムに関する情報を集めるのに利用できます。レポ

ート生成は、ブータブル メディアから QSAN XReplicator を起動する前でも実行可能

です。生成されたシステム レポートは、USB フラッシュ ドライブに保存できます。 

 リムーバブル メディアにバックアップを作成する際に最初のメディアの挿入を求める 

リムーバブル メディアにバックアップする際に、[最初のメディアを挿入] というメッセ

ージを表示するかどうかを選択できます。デフォルトの設定では、メッセージ ボックス

の [OK] がクリックされるまでプログラムの実行が停止するので、ユーザーがその場に

いなければリムーバブル メディアへのバックアップはできません。したがって、リムー

バブル メディアへのバックアップをスケジュールする場合は、応答を要求するメッセー
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ジ表示を無効にする必要があります。こうしておくと、リムーバブル メディアが利用可

能（CD-R/RW が挿入されているなど）であれば、バックアップを無人で実行できます。 

他の QSAN 製品がコンピュータにインストールされている場合は、それらのプログラムの

コンポーネントのブータブル版も同様に利用できます。 
 

4.3.10 エラー処理 

バックアップの実行中にエラーが発生した場合は、バックアップ処理が中止されてメッセー

ジが表示され、エラーへの処理に関するユーザーからの応答を待つ状態になります。エラー

への処理方法を設定しておくと、バックアップ処理は中止されず、設定した規則に従ってエ

ラーが対処されて、処理は継続されます。 

以下のエラー処理方法を設定することができます。 

 [処理中にメッセージやダイアログを表示しない（サイレントモード）]: この設定を有効

にすると、バックアップ処理中のエラーが無視されます。バックアップ処理を制御できな

い場合に便利です。バックアッププロセスの終了後にすべての処理の詳細ログを表示でき

ます。 

 [不良セクタを無視する]: このオプションは、ディスクとパーティションのバックアッ

プの場合のみ使用できます。このオプションを有効にすると、ハードディスク上に不良

セクタがある場合でもバックアップを正常に完了できます。 

たとえば次のような場合など、ハードディスクが故障しかかっている場合に、このチェッ

クボックスをオンにすることをおすすめします。 

 ハードディスクドライブの動作中にかなり大きな異音や摩擦音が発生している場合。 

 S.M.A.R.T.システムによってハードディスクドライブの問題が検出され、可能な限

り早くドライブをバックアップするよう促された場合。 

このチェックボックスをオフのままにした場合、ドライブ上に不良セクタがあると考えら

れるためにバックアップが失敗することがあります。 

 [バックアップが失敗した場合は再試行する]: このオプションを指定すると、何らかの理

由でバックアップが失敗したときにバックアップが自動的に再試行されます。試行回数お

よび試行間隔を指定できます。バックアップが繰り返しエラーで中断される場合は、バッ

クアップは作成されません。 
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データを USB フラッシュドライブまたは USB ハードドライブにバックアップする場合は、この

オプションを利用できません。 

 

4.3.11 コンピュータのシャットダウン 

設定するバックアップ処理に時間がかかることが分かっている場合は、[バックアップの完了

後にコンピュータをシャットダウンする] チェックボックスを選択することをおすすめしま

す。これにより、処理が完了するまで待つ必要がなくなります。プログラムはバックアップ

を実行し、自動的にコンピュータの電源を切ります。 

このオプションは、バックアップのスケジュールを設定する場合にも便利です。たとえば、

すべての作業を保存するには、平日の夕方に毎日バックアップを実行できます。バックアッ

プのスケジュールを設定して、チェックボックスをオンにします。この設定の場合、仕事が

完了したら、そのままコンピュータから離れることができます。なぜなら、重要なデータが

バックアップされ、コンピュータの電源が切られることがわかっているからです。 
 

4.3.12 バックアップ処理のパフォーマンス 

圧縮レベル 

バックアップの圧縮レベルを次の中から選択することができます。 

 [なし]: データが圧縮されずにコピーされるため、バックアップファイルのサイズは非常

に大きくなります。 

 [通常]: 推奨されるデータ圧縮レベルです（デフォルトの設定）。 

 [高]: バックアップファイルが高い圧縮レベルで圧縮されるため、バックアップの作成

時間が長くなります。 

 [最大]: バックアップは最高圧縮レベルで圧縮されるため、バックアップの作成時間が

最も長くなります。 

最適なデータ圧縮レベルは、バックアップに保存されるファイルの種類によって異なります。たとえ

ば、.jpg、.pdf、.mp3 など、既に圧縮されたファイルを含むバックアップでは、最高圧縮レベルで圧

縮してもバックアップサイズが大幅に縮小されることはありません。 

既存のバックアップの圧縮レベルを設定または変更することはできません。 
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処理の優先順位 

バックアップ処理や復元処理の優先度を変更すると、（優先度の上げ下げによって）バック

アップの処理速度を速くしたり遅くしたりできますが、実行中の他のプログラムのパフォー

マンスに悪影響を及ぼす可能性もあります。システムで実行中の処理の優先度に応じて、処

理に割り当てられる CPU やシステムリソースの使用量が決定されます。処理の優先度を下げ

ると、他の CPU タスクで使用されるリソースを増やすことができます。バックアップや復元

の優先度を上げると、実行中の他の処理からリソースを取得することができ、処理の速度が

向上します。優先度変更の効果は、全体的な CPU の使用状況およびその他の要因に応じて

異なります。 

処理の優先度は、次のいずれかに設定することができます。 

 [低]（デフォルトで有効）: バックアップ処理や復元処理の速度は低下しますが、他のプ

ログラムのパフォーマンスは向上します。 

 [通常]: バックアップ処理や復元処理に他の処理と同じ優先度が割り当てられます。 

 [高]: バックアップ処理や復元処理の速度は向上しますが、他のプログラムのパフォー

マンスは低下します。このオプションを選択すると、QSAN XReplicator による CPU 使

用率が 100%になる場合があるため注意してください。 
 

4.4 バックアップの操作 

セクションの内容 

バックアップ処理メニュー .............................................. 56 

リスト内でのバックアップの並べ替え ............................... 57 

バックアップのベリファイ .............................................. 58 

既存のバックアップをリストに追加する ............................. 59 

バックアップとバックアップ バージョンの削除................... 59 
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4.4.1 バックアップ処理メニュー 

バックアップ処理メニューからは、選択したバックアップに関して実行できるその他の操作

に簡単にアクセスできます。 

 

バックアップ処理メニューには次の項目が含まれる場合があります。 

 [名前の変更] （オンラインバックアップの場合は使用できません） - リスト内のバック

アップに新しい名前を設定できます。バックアップファイルの名前は変更されません。 

 [再設定] （バックアップリストに手動で追加したバックアップの場合） - 以前のバージ

ョンの QSAN XReplicator によって作成されたバックアップの設定が行えます。この項

目は、別のコンピュータで作成し、設定をインポートせずにバックアップ リストに追加

したバックアップでも表示されます。 

バックアップの設定がない場合、[今すぐバックアップ] をクリックしてバックアップを

更新することはできません。また、バックアップの設定を編集することも、設定のクロー

ンを作成することもできません。 

 [再設定] （オンライン バックアップの場合） - 選択したオンライン バックアップを現

在のコンピュータにバインドできます。そのためには、この項目をクリックし、バックア

ップの設定を再度行います。1 台のコンピュータでアクティブにできるのは、1 つのオ

ンライン バックアップのみです。 

 [ベリファイ] - バックアップのベリファイを開始します。 

 [場所を開く] - バックアップ ファイルが格納されているフォルダを開きます。 
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 [設定のクローン作成] - 初期のバックアップ設定を持つ、（1）[最初のバックアップの

名前] という名前の新しい空のバックアップボックスを作成します。設定を変更して保

存し、クローンのバックアップボックスで [今すぐバックアップ] をクリックします。 

 [移動] - すべてのバックアップファイルを他の保存先に移動するにはこれをクリックし

ます。後続のバックアップ バージョンは新しい場所に保存されます。 

バックアップ設定を編集してバックアップの保存先を変更した場合は、新しいバックアッ

プ バージョンのみが新しい場所に保存されます。以前のバックアップ バージョンは、元

の場所に残ります。 

 [削除] - バックアップの種類に応じて、そのロケーションからバックアップを完全に消

去したり、バックアップを完全に消去またはバックアップ ボックスのみを削除するかど

うかを選択することができます。バックアップ ボックスを削除する場合、バックアップ 

ファイルはそのロケーションに残り、後でバックアップをリストに追加することができま

す。バックアップを完全に削除した場合、削除を元に戻すことはできません。 
 

4.4.2 リスト内でのバックアップの並べ替え 

デフォルトでは、バックアップは作成日の新しい順に並べ替えられます。順序を変更するに

は、バックアップリストの上部にある並べ替えの種類から適切なものを選択します。次の選

択肢があります。 

コマンド 説明 

  名前 このコマンドは、すべてのバックアップをアルファベット順に並べ替えま

す。 

順序を逆にするには、[Z→A] を選択します。 

  作成日 このコマンドは、すべてのバックアップを新しい順に並べ替えます。 

順序を逆にするには、[古い順] を選択します。 

並べ

替え

基準 

アップ

デート

日 

このコマンドは、すべてのバックアップを最新の日付順に並べ替えます。バ

ックアップバージョンが新しいほど、リストの上位に配置されます。 

順序を逆にするには、[参照頻度の低い順] を選択します。 
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  サイズ このコマンドは、すべてのバックアップをサイズの大きい順に並べ替えま

す。 

順序を逆にするには、[小さい順] を選択します。 

  対象の

種類 

このコマンドは、すべてのバックアップを対象の種類ごとに並べ替えます。

順序は次のとおりです。PC 全体のバックアップ、ディスクバックアップ、

ファイルバックアップ、ノンストップバックアップ。 
 

4.4.3 バックアップのベリファイ 

ベリファイ処理でバックアップからデータを復元できるかどうかが確認されます。 

Windowsでのバックアップのベリファイ 

バックアップ全体をベリファイするには、次の手順を実行します。 

1. QSAN XReplicator を起動し、サイドバーの [バックアップ] をクリックします。 

2. バックアップリストで、ベリファイするバックアップを右クリックし、[ベリファイ] を

クリックします。 

スタンドアロンバージョンのQSAN XReplicatorでのバックアップのベリファイ

（ブータブルメディア） 

特定のバックアップバージョンまたはバックアップ全体をベリファイするには、次の手順を

実行します。 

1. [復元]タブで、ベリファイするバージョンを含むバックアップを見つけます。バックアッ

プがリストに表示されていない場合、[バックアップの参照] をクリックし、バックアッ

プのパスを指定します。QSAN XReplicator によってこのバックアップがリストに追加さ

れます。 

2. バックアップまたは特定のバージョンを右クリックし、[ベリファイ] をクリックします

。ベリファイウィザードが開きます。 

3. [実行] をクリックします。 
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4.4.4 既存のバックアップをリストに追加する 

QSAN XReplicator バックアップを過去の製品バージョンで作成したり、他のコンピュータ

からコピーした場合、QSAN XReplicator を起動するたびに、このようなバックアップに対

してコンピュータがスキャンされたり、自動的にバックアップ リストに追加されたりします。 

リストに表示されないバックアップについては、手動で追加することができます。 

バックアップを手動で追加するには: 

1. [バックアップ] セクションで、バックアップリストの下部にある矢印アイコンをクリッ

クし、[既存のバックアップを追加] をクリックします。ウィンドウが開き、コンピュー

タ上に存在するバックアップを参照できます。 

2. バックアップ バージョン（.tib ファイル）を選択し、[追加] をクリックします。 

バックアップ全体がリストに追加されます。 
 

4.4.5 バックアップとバックアップ バージョンの削除 

不要になったバックアップとバックアップバージョンを削除する場合は、QSAN XReplicator

に用意されているツールを使用してください。 

QSAN XReplicator は、バックアップに関する情報をメタデータ情報データベースに保存し

ます。そのため、不要なバックアップファイルを File Explorer で削除しても、バックアップ

に関する情報はデータベースから削除されません。結果として、既に存在していないバック

アップに対してもプログラムが処理を実行しようとしてエラーが発生します。 

バックアップ全体を削除する手順は、次のとおりです。 

[バックアップ] セクションで、バックアップリスト内のバックアップを右クリックし、[削

除] をクリックします。 

バックアップの種類に応じて、このコマンドはロケーションからバックアップを完全に削除

したり、バックアップを完全に削除またはバックアップ ボックスのみを削除するかどうかを

選択することができます。バックアップ ボックスのみを削除する場合、バックアップ ファ

イルはそのロケーションに残り、後でバックアップをリストに追加することができます。バ

ックアップを完全に削除した場合、削除を元に戻すことはできません。 

バックアップの自動クリーンアップルールを設定するには、次の手順を実行します。 
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1. [バックアップ] セクションに移動します。 

2. 次のいずれかを実行します。 

 新しいバックアップの場合、[バックアップの追加] をクリックして [新しいバック

アップを作成] を選択します。バックアップ対象とバックアップの保存先を選択して 

[オプション] をクリックします。 

 既存のバックアップの場合、バックアップリストからバックアップを選択して [操

作] をクリックします。[設定の編集] を選択して [オプション] をクリックします

。 

3. [バックアップスキーム] タブで [カスタムスキーム] を選択します。バックアップの種

類を選択して [自動クリーンアップをオンにする] をクリックします。 

4. バックアップのクリーンアップルールを設定します。詳細については、「カスタムスキー

ム 『40ページ 』」を参照してください。 

特定のバックアップ バージョンを削除する手順は、次のとおりです。 

1. ブータブルメディアを使用してコンピュータを起動します。詳細については、「BIOS で

の起動順の並べ替え 『83ページ 』」を参照してください。 

2. [復元] セクションで、[バックアップの表示を更新] をクリックします。この操作により

、バックアップリストがアップデートされます。対象のバックアップがリストにない場

合や、バックアップがリムーバブルメディアに保存されている場合には、[バックアップ

の参照] をクリックしてバックアップのパスを指定します。 

3. バックアップの種類に応じて、[ディスクのバックアップ] タブまたは [ファイルのバッ

クアップ] タブに移動します。 

4. 削除するバックアップバージョンを右クリックし、[削除] をクリックします。ウィンド

ウが開き、削除されるバックアップバージョンのリストが表示されます。このリストに

複数のバックアップバージョンが表示される場合、その理由については以下を参照して

ください。 

5. 削除を確定するには、[削除] をクリックします。 

QSAN XReplicatorで複数のバックアップバージョンが削除されることがあります。どうし

てですか？ 
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バックアップ バージョンを削除する場合は、削除するバージョンに依存するバージョンが存

在する可能性があることに注意してください。この場合、依存するバージョンからのデータ 

リカバリは不可能になるため、依存するバージョンも削除されます。 

 完全バックアップ バージョンを削除した場合 - 次の完全バージョンまでの、後続のすべ

ての増分バージョンと差分バージョンも削除されます。 

 増分バックアップ バージョンまたは差分バックアップ バージョンを削除した場合 - 次

の完全バージョンまたは差分バージョンまでの、後続のすべての増分バージョンも削除

されます。 

「完全バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップ 『22ページ 』」もご覧くださ

い。 

 



62 Copyright © Acronis International GmbH, 2002-2017 

 

5 データの復元 

セクションの内容 

ディスクとパーティションの復元 ..................................... 62 

ファイルとフォルダのリカバリ ........................................ 84 

バックアップの内容の検索 .............................................. 86 

リカバリ オプション ..................................................... 87 
 

5.1 ディスクとパーティションの復元 

セクションの内容 

クラッシュ後のシステムの復元 ........................................ 62 

パーティションとディスクのリカバリ ............................... 76 

ダイナミック/GPT ディスクおよびボリュームの復元について 79 

BIOS での起動順の並び替え ........................................... 83 
 

5.1.1 クラッシュ後のシステムの復元 

コンピュータが起動に失敗した場合、「クラッシュの原因を特定する 『62ページ 』」で説

明されているヒントを参考にして、まず原因を特定することをおすすめします。クラッシュ

がオペレーティング システムの破損によって発生した場合は、バックアップを使用してシス

テムを復元します。「復元の準備 『63ページ 』」を参照して準備を完了し、「システムの

復元」の手順に進みます。 
 

5.1.1.1 異常停止の原因を特定する 

システムが異常停止する原因には、2 つの基本的な要因があります。 

 ハードウェア障害 

この場合は、ハードウェア メーカーのサービス センターに問い合わせることをおすすめ

します。その前に、いくつかの検査を実行することもできます。ケーブル、コネクタ、外

付けデバイスの電源などを確認します。その後、コンピュータを再起動してください。ハ
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ードウェアに問題がある場合は、Power-On Self Test（POST）を通じて障害が通知され

ます。 

POST によってハードウェア障害が見つからなかった場合、BIOS を開始して、システ

ムのハード ディスク ドライブが認識されているかどうかを確認します。BIOS を開始

するには、POST シーケンス中に必要なキーの組み合わせ（Del キー、F1 キー、

Ctrl+Alt+Esc キー、Ctrl+Esc キーなど。ご使用の BIOS によります）を押します。

通常は起動テスト中に、必要なキーの組み合わせを示すメッセージが表示されます。こ

のキーの組み合わせを押すと、セットアップ メニューが表示されます。ハード ディス

ク自動検出ユーティリティを選択します。通常は、「Standard CMOS Setup」または「

Advanced CMOS setup」の下に表示されています。ユーティリティによってシステム 

ドライブが検出されなかった場合、システム ドライブに障害が発生しているので、ドラ

イブを交換する必要があります。 

 オペレーティング システムの損傷（Windows を起動できない場合） 

POST によって、システムのハード ディスク ドライブが正常に検出された場合、異常

停止の原因は、ウイルス、マルウェア、または起動に必要なシステム ファイルの破損が

考えられます。この場合は、システム ディスクまたはシステム パーティションのバック

アップを使用してシステムを復元してください。詳細については、「システムの復元 『64

ページ 』」を参照してください。 
 

5.1.1.2 復元の準備 

復元の前に以下の操作を実行することをおすすめします。 

 ウィルスまたはマルウェア攻撃のためにクラッシュが発生したことが疑われる場合、コン

ピュータがウィルスに感染しているかどうかスキャンします。 

 ブータブルメディアの配下に予備のハードドライブがある場合、予備のハードドライブ

への復元テストを試します。 

 ブータブルメディアの配下でイメージをベリファイします。Windows でのベリファイ中

に読み取ることのできるバックアップは、Linux環境でも常に読み取れるとは限りませ

ん。 

ブータブル メディアでは、バックアップをベリファイする方法が 2 つあります。 

 バックアップを手動でベリファイするには、[復元 ] タブでバックアップを右クリッ

クし、[復元] を選択します。 
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 復元の前に自動的にバックアップをベリファイするには、復元ウィザードの [オプ

ション] 手順で、[復元前にバックアップ アーカイブをベリファイする] チェック 

ボックスをオンにします。 

 

 ハードドライブのすべてのパーティションに一意の名前（ラベル）を割り当てます。これ

により、バックアップを含むディスクを見つけることが容易になります。 

QSAN XReplicator のレスキューメディアを使用すると、Windows でのドライブの識別

方法とは異なるディスクドライブ文字が作成されます。たとえば、スタンドアロン版の

QSAN XReplicator の D:ディスクが、Windows の E:ディスクに対応していることもあ

ります。 

 

 

5.1.1.3 同じディスクへのシステムのリカバリ 

始める前に、「リカバリの準備 『63ページ 』」で説明している手順の実行をおすすめしま

す。 

システムをリカバリする手順は、次のとおりです。 
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1. リカバリに使用するバックアップが外部ドライブに格納されている場合は、その外部ドラ

イブを接続して電源を入れます。 

2. BIOS で起動順序を設定して、レスキュー メディア デバイス（CD、DVD、または USB 

スティック）を最初のブート デバイスにします。「BIOS での起動順の並べ替え 『83

ページ 』」を参照してください。 

3. レスキューメディアから起動して、[QSAN XReplicator] を選択します。 

4. [ホーム] 画面で、[リカバリ] の下にある [マイ ディスク] を選択します。 

 

5. リカバリに使用するシステム ディスクまたはパーティション バックアップを選択しま

す。 

バックアップが表示されない場合には、[参照] をクリックし、バックアップのパスを手

動で指定します。 
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6. [リカバリの方法] ステップで [ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を

選択します。 

 

7. [リカバリ元] 画面で、システム パーティション（通常は C）を選択します。システム パ

ーティションの文字が異なる場合は、[フラグ] 列を使用してパーティションを選択しま

す。[プライマリ] および [アクティブ] フラグが設定されている必要があります。 
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Windows 7 の場合、システム予約済みパーティションには、[プライマリ]、[アクティブ] フラ

グが設定されます。システム予約済みパーティションとシステム パーティションの両方をリカバ

リするために選択する必要があります。 

 

8. [パーティション C の設定]（または、異なる場合は実際のシステム パーティションの文

字）の手順で、デフォルトの設定を確認し、正しい場合は [次へ] をクリックします。正

しくない場合は、必要に応じて設定を変更した後、[次へ] をクリックします。容量が異

なる新しいハードディスクにリカバリする場合は設定を変更する必要があります。 
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9. [完了] の画面で処理の概要を確認します。パーティションのサイズを変更していない場

合は、[パーティションの削除] 項目と [パーティションのリカバリ] 項目のサイズが一

致している必要があります。概要を確認して、[実行] をクリックします。 

 

10. 処理が終了したら、QSAN XReplicator のスタンドアロンバージョンを終了し、レスキュ

ーメディアを取り出して、リカバリされたシステムパーティションから起動します。必要

な状態まで Windows をリカバリしたことを確認してから、元の起動順序を復元します。 
 

5.1.1.4 ブータブルメディア配下の新しいディスクへのシステムのリカ

バリ 

始める前に、「リカバリの準備 『63ページ 』」で説明している準備作業の実行をおすすめ

します。新しいディスクのフォーマットは、リカバリ処理の中で実行されるので、実行する

必要はありません。 

警告:古いハードディスクドライブと新しいハードディスクドライブは同じコントローラモード（IDE、

AHCI など）で動作する必要があります。モードが異なる場合、新しいハードドライブからコンピュー

タを起動できなくなります。 

新しいディスクにシステムをリカバリするには、次の手順を実行します。 
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1. 新しいハードディスクドライブはコンピュータ内の同じ場所に取り付け、元のドライブで

使用したものと同じケーブルおよびコネクタを使用します。難しい場合には、新しいドラ

イブを使用する場所に取り付けてください。 

2. リカバリに使用するバックアップが外部ドライブに格納されている場合は、その外部ド

ライブを接続して電源を入れます。 

3. BIOS で起動順序を設定して、レスキューメディアデバイス（CD、DVD、または USB ス

ティック）を最初のブートデバイスにします。「BIOS での起動順の並び替え 『83ペー

ジ 』」を参照してください。 

4. レスキューメディアから起動して、[QSAN XReplicator] を選択します。 

5. [ホーム] 画面で、[リカバリ] の下にある [マイディスク] を選択します。 

6. リカバリに使用するシステムディスクまたはパーティションバックアップを選択します

。バックアップが表示されない場合には、[参照] をクリックし、バックアップのパスを

手動で指定します。 

7. 隠しパーティション（システム予約パーティション、PC の製造元が作成した隠しパーテ

ィションなど）がある場合は、ウィザードのツールバーの [詳細] をクリックします。隠

しパーティションの場所とサイズは新しいディスクで同じにする必要があるため、それ

らのパラメータを控えておいてください。 
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8. [リカバリの方法] ステップで [ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を

選択します。 

9. [リカバリ元] の手順で、リカバリするパーティションのチェックボックスをオンにしま

す。[MBRとトラック 0] チェックボックスはオンにしないでください。 

 

パーティションを選択すると、該当する [パーティションの設定...] の手順が表示されま

す。これらの手順は、ドライブ文字のないパーティション（隠しパーティションには通常、

ドライブ文字はありません）から開始します。次に、パーティションのドライブ文字の昇

順に進みます。この順序は変更できません。この順序は、ハードディスク上のパーティシ

ョンの物理的順序とは異なる場合があります。 

10. 隠しパーティションの設定の手順（通常は「パーティション 1-1 の設定」という名前）

で、次の設定を指定します。 
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 [場所][新しい場所] をクリックし、割り当てられた名前または容量によって新しい

ディスクを選択し、[確定] をクリックします。 

 

 [種類]パーティションの種類を確認し、必要に応じて変更します。システム予約済み

パーティション（存在する場合）がプライマリパーティションであり、アクティブに

設定されていることを確認します。 
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 [サイズ][パーティションサイズ] の領域で [デフォルトを変更] をクリックします

。デフォルトでは、新しいディスク全体がパーティションに使用されます。[パーテ

ィションサイズ] フィールドに正しいサイズを入力します（この値は [リカバリ元] 

の手順で確認できます）。次に、必要に応じて、[バックアップ情報] ウィンドウに表

示されていた場所と同じ場所に、このパーティションをドラッグします。[確定] を

クリックします。 

 

11. [パーティション Cの設定] の手順で、2 番目のパーティションの設定を指定します。こ

のパーティションは、ここではシステムパーティションです。 
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 [新しい場所] をクリックしてから、パーティションを配置するディスク上の未割り

当て領域を選択します。 

 

 パーティションの種類を必要に応じて変更します。システム パーティションは、プ

ライマリにする必要があります。 
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 パーティションのサイズを指定します。デフォルトでは元のサイズと同じです。通

常、このパーティションの後ろには空き領域はないため、新しいディスク上の未割

り当て領域のすべてを 2 番目のパーティションに割り当てます。[確定] をクリック

してから [次へ] をクリックします。 

 

12. 実行する処理の概要を注意深く確認して、[実行] をクリックします。 

PC の製造元が作成した隠しパーティションが元のディスクに含まれている場合は、MBR の

リカバリに進んでください。PC の製造元は、隠しパーティションへのアクセスを提供する

ために、Windows の MBR やトラック 0 上のセクタを変更している可能性があるため、

MBR をリカバリする必要があります。 

1. 同じバックアップをもう一度選択します。右クリックして、ショートカット メニューで 

[リカバリする] を選択します。[リカバリの方法] で [ディスクとパーティション全体を

リカバリする] を選択してから、[MBR とトラック 0] チェックボックスをオンにしま

す。 

2. 次の手順で、MBR のリカバリ先のディスクを選択します。ディスクシグネチャをリカバ

リすることも可能です。詳細については、「MBR のリカバリ先ディスクの選択 『75ペ

ージ 』」を参照してください。 

[次へ] をクリックしてから [実行] をクリックします。MBR リカバリが完了したら、ス

タンドアロンの QSAN XReplicator を終了します。 
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リカバリ完了時 

コンピュータを起動する前に、古いドライブがあれば取り外してください。Windows の起動

中に新しいドライブと古いドライブの両方が認識された場合、Windows の起動に問題が生じ

ます。古いドライブを容量の大きい新しいドライブにアップグレードする場合は、初回起動

前に古いドライブを取り外してください。 

レスキューメディアを取り外し、コンピュータで Windows を起動します。新しいハードウ

ェア（ハード ドライブ）が見つかったため Windows を再起動する必要があると表示され

る場合があります。システムが正常に動作することを確認してから、元の起動順序に戻しま

す。 
 

MBR の復元先ディスクの選択 

このウィンドウでは、マスタ ブート レコード（MBR）とトラック 0 を復元するためのハ

ードディスクを選択します。 

[ディスク シグネチャをリカバリ] チェックボックス 

[内容の選択] ステップで MBR のリカバリを選択した場合は、画面の左下に [ディスク シ

グネチャをリカバリ] チェックボックスが表示されます。ディスク シグネチャは、ハードデ

ィスク MBR の一部です。このシグネチャによって、ディスク メディアが一意に識別されま

す。 

この [ディスク シグネチャをリカバリ] チェックボックスはオンにすることをおすすめし

ます。その理由は次のとおりです。 

 QSAN XReplicator でスケジュールされたタスクが作成されるときに、ソースハードディ

スクのシグネチャが使用されます。同じディスク シグネチャを復元する場合は、前に作

成されたタスクを再作成または編集する必要はありません。 

 インストールされているアプリケーションの中には、使用許諾などの目的にディスク シ

グネチャを使用するものがあります。 

 Windows の復元ポイントを使用する場合は、ディスク シグネチャがリカバリされなけ

れば復元ポイントは失われます。 
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 ディスクシグネチャをリカバリすると、Windows Vista および Windows 7 の「以前の

バージョン」の機能で使用される VSS スナップショットをリカバリすることができます

。 

次の場合は、[ディスク シグネチャをリカバリ] チェックボックスをオフにすることをおす

すめします。 

 イメージ バックアップを使用する目的が、災害復旧ではなく、Windows のハードディ

スク ドライブのクローン作成である場合。 

この場合、同じドライブにリカバリしても、リカバリされたハード ディスク ドライブのデ

ィスク シグネチャは新たに生成されます。 

 

ハードディスク ドライブを選択し、ディスク シグネチャを復元するかどうかを指定したら、

[次へ] をクリックして次に進みます。 
 

5.1.2 パーティションとディスクのリカバリ 

パーティションやディスクをリカバリするには、次の手順を実行します。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. [バックアップ] セクションで、リカバリするパーティションまたはディスクが含まれて

いるバックアップを選択し、[ディスクをリカバリ] をクリックします。 
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3. [バックアップバージョン] の一覧で、リカバリするバックアップバージョンをバックア

ップの日付と時刻で選択します。 

 

4. リカバリするディスクを選択します。 

別々のパーティションをリカバリする必要がある場合、[特定のパーティションをリカバ

リ] をクリックし、リカバリするパーティションを選択します。 

5. パーティション名の下にあるリカバリ先のフィールドで、リカバリ先パーティションを選

択します。適切ではないパーティションは赤い文字で表示されます。リカバリ先のパーテ

ィション上のデータは、リカバリされるデータおよびファイル システムによって置き換

えられるので、すべて失われます。 

元のパーティションにリカバリする場合、パーティション領域に少なくとも 5 %の空き領域が必

要です。その領域がない場合、[今すぐリカバリする] ボタンは使用できません。 

6. （オプションの手順）ディスクリカバリ処理に追加パラメータを設定する場合には、[オ

プション] をクリックします。 

7. 選択し終わったら、[今すぐリカバリする] をクリックしてリカバリを開始します。 
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5.1.2.1 パーティションのプロパティ 

ベーシックディスクにパーティションを復元するときに、パーティションのプロパティを変

更できます。[パーティションのプロパティ] ウィンドウを開くには、復元先のパーティショ

ンの横にある [プロパティ] をクリックします。 

 

以下のパーティションプロパティを変更できます。 

 文字 

 ラベル 

 種類 

パーティションをプライマリ、プライマリアクティブ、論理にすることができます。 

 サイズ 

パーティションのサイズを変更するには、画面の水平バー上でマウスを使用して右の境界

をドラッグします。パーティションに特定のサイズを割り当てるには、[合計サイズ] フ

ィールドに適切な数字を入力します。未割り当て領域の位置をパーティションの前後で選

択することもできます。 
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5.1.3 ダイナミック/GPT ディスクおよびボリュームの復元につ

いて 

ダイナミック ボリュームの復元 

ローカル ハード ドライブの次のロケーションへダイナミック ボリュームを復元すること

ができます。 

 ダイナミック ボリューム 

ダイナミック ディスクに復元する際に、手動でダイナミック ボリュームのサイズを変更すること

はサポートされていません。復元中にダイナミック ボリュームのサイズを変更する必要がある場

合は、ベーシック ディスクに復元する必要があります。 

 元の場所（同じダイナミック ボリュームへ） 

ターゲット ボリュームの種類は変更されません。 

 別のダイナミック ディスクまたはボリューム 

ターゲット ボリュームの種類は変更されません。たとえば、ダイナミック ストライ

プ ボリュームをダイナミック スパン ボリュームに復元すると、ターゲット ボリュ

ームはスパンのままです。 

 ダイナミック グループの未割り当て領域 

復元したボリュームの種類は、バックアップでの種類と同じになります。 

 ベーシック ボリュームまたはディスク 

ターゲット ボリュームはベーシックのままです。 

 ベアメタル復元 

ダイナミック ボリュームを新しい未フォーマット ディスクに「ベアメタル復元」を行う

と、復元されたボリュームはベーシックになります。復元されたボリュームをダイナミッ

クのままにしておきたい場合は、ターゲット ディスクをダイナミックとして準備（パー

ティションが設定され、フォーマットされている）する必要があります。これは、Windows 

Disk Management スナップインなどの、サードパーティのツールを使用して行うこと

ができます。 
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ベーシック ボリュームおよびディスクの復元 

 ベーシック ボリュームをダイナミック グループの未割り当て領域に復元すると、復元さ

れたボリュームはダイナミックになります。 

 ベーシック ディスクを 2 つのディスクから構成されるダイナミック グループのダイナ

ミック ディスクに復元すると、復元されたディスクはベーシックのままです。復元の実

行先のダイナミック ディスクは「見つからない」状態となり、2 つ目のディスク上のス

パン/ストライプ ダイナミック ボリュームは「エラー」になります。 

復元後のパーティションのスタイル 

ターゲット ディスクのパーティションのスタイルは、ご使用のコンピュータが UEFI をサ

ポートしているかどうか、およびシステムが BIOS 起動であるか、UEFI 起動であるかどう

かによって異なります。以下の表を参照してください。 
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システムは BIOS 起動である（Windows 

または QSAN ブータブル メディア） 

システムは UEFI 起動である

（Windows または QSAN ブータブル 

メディア） 

ソース ディス

クは MBR で

あり、OS は 

UEFI をサポ

ートしていな

い 

この処理は、パーティション レイアウ

トにもディスクのブータビリティにも

影響しません。パーティション スタイ

ルは MBR のままとなり、ターゲット 

ディスクは BIOS 起動が可能となりま

す。 

処理完了後、パーティション スタイ

ルは GPT に変換されます。お使い

のオペレーティング システムでは

サポートされていないため、UEFI 

起動はできません。 

ソース ディス

クは MBR で

あり、OS は 

UEFI をサポ

ートしている 

この処理は、パーティション レイアウ

トにもディスクのブータビリティにも

影響しません。パーティション スタイ

ルは MBR のままとなり、ターゲット 

ディスクは BIOS 起動が可能となりま

す。 

ターゲットのパーティションが 

GPT スタイルに変換され、ターゲッ

ト ディスクの UEFI 起動が可能に

なります。「UEFI システムへの復

元の例 『81ページ 』」を参照して

ください。 

ソース ディス

クは GPT で

あり、OS は 

UEFI をサポ

ートしている 

処理完了後、パーティション スタイル

は GPT のままとなります。お使いのオ

ペレーティング システムは GPT から

の BIOS 起動をサポートしていないた

め、システムは BIOS から起動できな

くなります。 

処理完了後、パーティション スタイ

ルは GPT のままとなり、オペレー

ティング システムは UEFI 起動が

可能となります。 

復元処理の例 

「UEFI システムへの復元の例 『81ページ 』」を参照してください。 

 
 

5.1.3.1 UEFI システムへの復元の例 

次に、以下の条件でシステムを転送する例を挙げます。 

 ソースディスクは MBR であり、OS は UEFI をサポートしている。 

 ターゲットシステムは UEFI 起動である。 
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 古いハードディスクドライブと新しいハードディスクドライブは同じコントローラモー

ド（IDE、AHCI など）で動作する。 

手順を開始する前に、以下があることを確認してください。 

 ブータブルレスキューメディア 

詳細については、「ブータブル レスキュー メディアの作成 『13ページ 』」を参照し

てください。 

 ディスクモードで作成されたシステムディスクのバックアップ 

このバックアップを作成するには、ディスクモードに切り替えてから、システムパーティ

ションがあるハードドライブを選択します。詳細については、「ディスクとパーティショ

ンのバックアップ 『29ページ 』」を参照してください。 

 

MBRディスクから UEFI起動のコンピュータにシステムを転送するには、次の手順を実行し

ます。 

1. レスキューメディアから UEFI モードで起動して、[QSAN XReplicator] を選択します。 

2. 復元ウィザードを実行して、「システムの復元 『64ページ 』」で説明されている手順

を実行します。 

3. [復元元] で、ディスク名の横にあるチェックボックスをオンにして、システムディスク

全体を選択します。 
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下の例では、[ディスク 1] のチェックボックスをオンにします。 

 

4. [完了] で、[実行] をクリックします。 

操作が完了すると、復元先ディスクは GPT スタイルに変換されて、UEFI モードで起動でき

るようになります。 

復元後は、UEFI モードでコンピュータを起動してください。システムディスクの起動モード

を UEFI のブートマネージャのユーザーインターフェイスで変更する必要がある場合があり

ます。 
 

5.1.4 BIOS での起動順の並び替え 

QSAN ブータブル レスキュー メディアからコンピュータを起動するためには、そのメディ

アが最初の起動デバイスとなるように、BIOS で起動順序を割り当てる必要があります。 

QSAN ブータブル メディアから起動する手順は、次のとおりです。 

1. USB フラッシュ ドライブをブータブル メディアとして使用している場合は、USB フラ

ッシュ ドライブを USB ポートに接続します。 

2. コンピュータの電源を入れます。Power-On Self Test（POST）の実行中、BIOS に移る

ために押す必要があるキーの組み合わせが表示されます。 

3. キーの組み合わせを押します（たとえば、Del キー、F1 キー、Ctrl+Alt+Esc キー、

Ctrl+Esc キー）。BIOS セットアップ ユーティリティが起動します。BIOS ごとに表

示、項目のセット、名称などが異なります。 

マザーボードの中には、いわゆるブート メニューが用意されているものもあります。ブート メニ

ューは、特定のキーまたはキーの組み合わせ、たとえば F12 キーなどを押すと開きます。ブート 
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メニューを使用すれば、BIOS 設定を変更することなく、ブータブル デバイスのリストからブー

ト デバイスを選択できます。 

4. CD または DVD をブータブル メディアとして使用している場合は、CD または DVD 

を CD ドライブまたは DVD ドライブに挿入します。 

5. レスキュー メディア（CD、DVD、または USB ドライブ）を最初の起動デバイスにし

ます。 

1. キーボードの矢印キーを使用してブート順序の設定に移動します。 

2. ブータブル メディアのデバイスの上にマウス ポインタを置き、リスト内の最初の

項目にします。通常は、プラス記号キーとマイナス記号キーを使用して順序を変更

できます。 

 

6. BIOS を終了して変更内容を保存します。コンピュータが QSAN ブータブル メディア

から起動します。 

コンピュータが最初のデバイスからの起動に失敗した場合は、起動するまで、2 台目以降のデバイス

からの起動が試みられます。  

 
 

5.2 ファイルとフォルダのリカバリ 

ファイルレベルとディスクレベルのバックアップからファイルやフォルダを復元できます。 
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ファイルやフォルダを復元する手順は、次のとおりです。 

1. QSAN XReplicator を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップリストから、復元するファイルやフォルダを含むバックアップを選択しま

す。 

4. 右側のパネルで、[ファイルの復元] をクリックします。 

5. バックアップのバージョン（特定の日付および時刻におけるデータの状態）を選択します

。 

6. 復元するファイルやフォルダを選択し、[次へ] をクリックします。 

 

7. 選択したファイルまたはフォルダを復元するコンピュータ上の復元] 先を選択します。元

の場所にデータを復元することができます。また、必要に応じて新しい場所を選択するこ

ともできます。新しい場所を選択するには、[参照] ボタンをクリックします。 

新しいロケーションを選択した場合、デフォルトでは、元の絶対パスは復元せずに、選択

した項目が復元されます。項目をフォルダ構造全体と共に復元することもできます。その

場合は、[元のフォルダ構造を維持する] チェック ボックスをオンにします。 
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8. 必要に応じて、復元処理のオプション（復元処理の優先度、ファイルレベルのセキュリテ

ィ設定など）を選択します。オプションを設定するには、[オプション] をクリックしま

す。ここで設定するオプションは、現在の復元処理にのみ適用されます。 

9. 復元処理を開始するには、[今すぐ復元する] ボタンをクリックします。 

[キャンセル] をクリックすると、復元は中止されます。復元を中止しても復元先のフォ

ルダが変更される場合があります。 

File Explorerでのファイルの復元 

File Explorerから直接ファイルとフォルダを復元する手順は、次のとおりです。 

1. 対応する .tib ファイルをダブルクリックし、復元するファイルまたはフォルダまで移動

して参照します。 

2. ファイルまたはフォルダをハード ディスクにコピーします。 

注意:コピーしたファイルの「圧縮」属性と「暗号化」属性は失われます。これらの属性を維持したい

場合は、バックアップを復元することをおすすめします。 

 

5.3 バックアップの内容の検索 

ローカルバックアップからデータを復元する際、選択したバックアップ内に保存された特定

のファイルやフォルダを検索できます。 

ファイルやフォルダを検索する手順は、次のとおりです。 

1. 「パーティションとディスクのリカバリ 『76ページ 』」または「ファイルとフォルダ

のリカバリ 『84ページ 』」の説明に従ってデータの復元を開始します。 

2. 復元するファイルやフォルダを選択する際、[検索] フィールドにファイル名またはフォ

ルダ名を入力します。検索結果が表示されます。 
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一般的な Windows のワイルドカード文字も使用できます。*および?。たとえば、拡張子

が「.exe」のファイルを検索するには、「*.exe」と入力します。「my」で始まる 5 文

字のファイル名が付いた「.exe」ファイルをすべて検索するには、「my???.exe」と入

力します。 

 

3. デフォルトでは、QSAN XReplicator は前の手順で選択したフォルダを検索します。バッ

クアップ全体を検索対象にするには、下矢印をクリックして、[すべてのバックアップ] を

クリックします。 

前の手順に戻るには、検索テキストを削除して、クロスアイコンをクリックします。 

4. 検索完了後、復元するファイルを選択したら、[次へ] をクリックします。 

注意:[バージョン] 項目に注意してください。異なるバックアップバージョンに属するファイルや

フォルダを同時に復元することはできません。 

 

5.4 リカバリ オプション 

[ディスク リカバリ オプション]、[ファイル リカバリ オプション] のウィンドウで、それ

ぞれ、ディスクとパーティションおよびファイルのリカバリ処理のオプションを設定できま

す。アプリケーションをインストールすると、すべてのオプションは初期値に設定されます。

それらのオプションは、現在のリカバリ処理用のみに、または、その後のすべてのリカバリ
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処理用に変更できます。[設定をデフォルトとして保存する] チェックボックスをオンにする

と、変更した設定が今後のリカバリ作業すべてにデフォルトで適用されます。 

ディスク リカバリ オプションとファイル リカバリ オプションは完全に独立しており、個

別に設定する必要があるので注意してください。 

製品のインストール後に変更したオプションをすべて初期値にリセットする場合は、[初期設

定にリセット] ボタンをクリックします。 

セクションの内容 

ディスク復元モード ...................................................... 88 

復元の前後に実行するコマンド ........................................ 88 

ベリファイ オプション .................................................. 89 

コンピュータの再起動 ................................................... 90 

ファイル復元オプション ................................................. 90 

ファイル上書きオプション .............................................. 90 

復元処理のパフォーマンス .............................................. 91 

リカバリ処理の通知 ...................................................... 92 
 

5.4.1 ディスク復元モード 

このオプションを使用して、イメージ バックアップのディスク復元モードを選択できます。 

 [セクタ単位の復元] - ディスクまたはパーティションの使用済みセクタと未使用セクタ

の両方を復元する場合にこのチェックボックスをオンにします。このオプションが有効に

なるのは、セクタ単位バックアップの復元を選択した場合のみです。 
 

5.4.2 復元の前後に実行するコマンド 

復元処理の前後に自動的に実行するコマンド（またはバッチ ファイル）を指定することがで

きます。 

たとえば、復元を開始する前に特定の Windows プロセスを開始/停止することや、復元対

象データのウィルスの有無を調べることができます。 

コマンド（バッチ ファイル）を指定する手順は、次のとおりです。 
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 復元処理の開始前に実行するコマンドを [処理前に実行するコマンド] フィールドで選

択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチ ファイルを選択するには、[編

集] ボタンをクリックします。 

 復元処理の終了後に実行するコマンドを [処理後に実行するコマンド] フィールドで選

択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチ ファイルを選択するには、

[編集] ボタンをクリックします。 

ユーザーの入力を必要とする対話型のコマンド（pause など）は実行しないでください。こ

れらのコマンドは、サポートされていません。 

 
 

5.4.2.1 復元用ユーザー コマンドの編集 

復元の前または後に実行するコマンドを指定することができます。 

 [コマンド] フィールドにコマンドを入力するか、一覧から選択します。[...] をクリック

すると、バッチ ファイルを選択できます。 

 [作業ディレクトリ] フィールドに、コマンド実行のためのパスを入力するか、入力済み

のパスの一覧から選択します。 

 コマンド実行引数を [引数] フィールドに入力するか、一覧から選択します。 

[コマンドの実行が完了するまで処理を行わない]（デフォルトでは有効）パラメータを無効

にすると、コマンド実行と同時に復元処理を実行できます。 

[ユーザー コマンドが失敗したら処理を中止する] パラメータを有効にした場合は（デフォ

ルトでは有効）、コマンド実行でエラーが発生すると処理が中止されます。 

入力したコマンドをテストするには、[コマンドのテスト] ボタンをクリックします。 
 

5.4.3 ベリファイ オプション 

 復元前にバックアップをベリファイする: 復元前にバックアップの整合性を確認するに

は、このオプションを有効にします。 

 復元後にファイルシステムをチェックする: 復元されたパーティションでファイルシス

テムの整合性を確認するには、このオプションを有効にします。 

確認できるのは FAT16/32 および NTFS ファイル システムのみです。 
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システム パーティションを元の場所に復元する場合のように、復元中に再起動が必要な場合は、

ファイル システムはチェックされません。 

 

5.4.4 コンピュータの再起動 

復元で必要な場合に自動的にコンピュータを再起動させるには、[復元に必要であればコンピ

ュータを自動的に再起動する] チェックボックスをオンにします。このオプションは、オペ

レーティング システムによってロックされているパーティションを復元する必要がある場

合に使用します。 
 

5.4.5 ファイル復元オプション 

次のファイル復元オプションを選択できます。 

 [元のセキュリティ設定でファイルを復元する]: バックアップ時にファイルのセキュリ

ティ設定を保存してある場合（「バックアップ用ファイル レベルのセキュリティ設定」

を参照してください）は、ファイルの元のセキュリティ設定を復元するか、復元先のフォ

ルダのセキュリティ設定をファイルに継承させるかを選択できます。このオプションは、

ファイルまたはフォルダのバックアップからファイルを復元する場合にのみ有効です。 

 [復元されたファイルに現在の日時を設定する] - ファイルの日付/時刻をバックアップ

から復元するか、現在の日付/時刻を割り当てるかを選択することができます。デフォル

トでは、バックアップの日付と時刻が割り当てられます。 
 

5.4.6 ファイル上書きオプション 

バックアップにあるファイルと同じファイル名が復元先フォルダで見つかった場合の処理を

選択します。 

このオプションは、ファイルレベルのバックアップからデータを復元する場合にのみ使用できます。 

[既存のファイルを上書きする] チェックボックスをオンにすると、ハードディスクにあるフ

ァイルよりバックアップにあるファイルの方が無条件で優先されますが、デフォルト設定で

は、新しいファイルやフォルダは上書きから保護されます。これらのファイルやフォルダも

上書きする場合は、該当するチェックボックスをオフにします。 

一部のファイルは上書きする必要がない場合: 
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 [隠しファイルと隠しフォルダ] チェックボックスをオン/オフすることで、すべての隠し

ファイルと隠しフォルダの上書きを有効または無効にします。 

 [システム ファイルとシステム フォルダ] チェックボックスをオン/オフすることで、

すべてのシステム ファイルとシステム フォルダの上書きを有効または無効にします。 

 [復元するものよりも新しいファイルとフォルダ] チェックボックスをオン/オフするこ

とで、すべての新しいファイルとフォルダの上書きを有効または無効にします。 

 [特定のファイルやフォルダを追加する] をクリックして、上書きしたくないカスタム 

ファイルとカスタム フォルダの一覧を管理します。 

 特定のファイルの上書きを無効にするには、[追加...] ボタンをクリックして、除外

の条件を作成します。 

 条件の指定には、一般的な Windows のワイルドカード文字を使用できます。たと

えば、拡張子 .exe を持つすべてのファイルを保護するには、*.exe を追加します

。My???.exe を追加すると、「my」で始まり 5 文字で構成される名前が付いた拡

張子 .exe のファイルがすべて保護されます。 

たとえば誤って追加した条件を削除するには、その条件の右にある [削除] アイコンをクリ

ックします。 

 
 

5.4.7 復元処理のパフォーマンス 

[パフォーマンス] タブでは、以下の設定を行うことができます。 

処理の優先順位 

バックアップ処理や復元処理の優先度を変更すると、（優先度の上げ下げによって）バック

アップの処理速度を速くしたり遅くしたりできますが、実行中の他のプログラムのパフォー

マンスに悪影響を及ぼす可能性もあります。システムで実行中の処理の優先度に応じて、処

理に割り当てられる CPU やシステムリソースの使用量が決定されます。処理の優先度を下げ

ると、他の CPU タスクで使用されるリソースを増やすことができます。バックアップや復元

の優先度を上げると、実行中の他の処理からリソースを取得することができ、処理の速度が

向上します。優先度変更の効果は、全体的な CPU の使用状況およびその他の要因に応じて

異なります。 
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処理の優先度は、次のいずれかに設定することができます。 

 [低]（デフォルトで有効）: バックアップ処理や復元処理の速度は低下しますが、他のプ

ログラムのパフォーマンスは向上します。 

 [通常]: バックアップ処理や復元処理に他の処理と同じ優先度が割り当てられます。 

 [高]: バックアップ処理や復元処理の速度は向上しますが、他のプログラムのパフォー

マンスは低下します。このオプションを選択すると、QSAN XReplicator による CPU 使

用率が 100%になる場合があるため注意してください。 
 

5.4.8 リカバリ処理の通知 

空きディスク領域のしきい値 

バックアップストレージの空き領域が指定のしきい値より少なくなったときに、通知を受け

取ることができます。バックアップの開始後、選択したバックアップ保存先の空き領域が指

定値よりも既に少ないことが QSAN XReplicator によって検出された場合には、プログラム

で実際のバックアップ処理は開始されず、空き領域が少ない旨の通知メッセージが直ちに表

示されます。メッセージには次の 3 つの選択肢が示されます。メッセージを無視してバック

アップを続行する、バックアップを保存する別の場所を参照する、バックアップをキャンセ

ルする、の中からいずれかを選択します。 

バックアップの実行中に空き領域が指定値より少なくなった場合にも、プログラムにより同

じメッセージが表示されるため、同様の選択を行う必要があります。 

ディスクの空き領域のしきい値を設定するには、次の手順を実行します。 

 [ディスクの空き領域が不十分なときに通知メッセージを表示する] チェックボックスを

オンにします。 

 [サイズ] ボックスでしきい値を入力または選択し、単位を選択します。 

QSAN XReplicator では、次のストレージデバイスの空き領域をチェックすることができま

す。 

 ローカルハードドライブ 

 USB カードおよびドライブ 

 ネットワーク共有（SMB/NFS） 
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[エラー処理] 設定で [処理中にメッセージやダイアログを表示しない（サイレントモード）] チェッ

クボックスがオンになっている場合、メッセージは表示されません。 

FTP サーバーと CD/DVD ドライブでは、このオプションを有効にすることはできません。 

 
 

6 ブータブル レスキュー メディアの作成 

ブータブルメディアを使用して、ベアメタルシステムまたは異常終了したコンピュータで

QSAN XReplicator を起動できます。Windows 以外のコンピュータのハードディスクをバ

ックアップすることもできます。セクタ単位モードでディスクをイメージ作成することによ

り、すべてのデータをバックアップにコピーします。これには、スタンドアロン版の QSAN 

XReplicator がインストールされたブータブル メディアが必要です。 

ブータブル メディアの取得方法 

 パッケージ版の製品のインストール用 CD を使用します。 

 QSAN メディアビルダ 『93ページ 』でメディアをブータブルにします。 

 空の CD 

 空の DVD 

 USB フラッシュ ドライブ 

注意:保存されたデータは変更されません。 

 .iso イメージ ファイルを作成し、後で CD または DVD に書き込みます。 
 

6.1 QSAN メディアビルダ 

QSAN メディアビルダでは、USB フラッシュドライブまたは空の CD/DVD をブータブルに

することができます。Windows が起動できない場合は、ブータブルメディアを使用してスタ

ンドアロン版の QSAN XReplicator を実行し、コンピュータを復元します。 

メモ 

 QSAN XReplicator をアップデートするたびに、新しいブータブルメディアを作成するこ

とをおすすめします。 
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 非光学メディアを使用する場合、メディアのファイルシステムは FAT16 または FAT32

でなければなりません。 

 ブータブル メディアから起動する場合は、Ext2/Ext3/Ext4、ReiserFS、Linux SWAP 

ファイル システムが採用されているディスクやパーティションへのバックアップを行う

ことはできません。 

 レスキュー メディアから起動していてスタンドアロン版の QSAN XReplicator を使用

している場合は、Windows XP 以降のオペレーティング システムの暗号化機能で暗号

化されたファイルやフォルダをリカバリすることはできません。詳細については、「バッ

クアップ用のファイルレベルのセキュリティ設定」を参照してください。これに対し、

QSAN XReplicator の暗号化機能を使用して暗号化されたバックアップはリカバリする

ことができます。 
 

6.1.1 ブータブル メディアの作成 

ブータブル メディアを作成する手順は、次のとおりです。 

1. USB フラッシュ ドライブを差し込むか、空の CD または DVD を挿入します。 

2. QSAN XReplicator を起動します。 

3. [ツール] セクションの [レスキュー メディア ビルダ] をクリックします。 

4. メディアの作成先を選択します。 

 CD 

 DVD 

 USBフラッシュドライブ 

サポートされていないファイル システムがドライブにある場合、QSAN XReplicator 

によって FAT ファイル システムへのフォーマットが自動的に選択されます。 

警告 完全にフォーマットすると、ディスク上のデータはすべて消去されます。 

 ISO イメージ ファイル 

.iso ファイルの名前とターゲット フォルダを指定してください。 

.iso ファイルが作成されたら、CD または DVD に書き込むことができます。たと

えば、Windows 7 以降では、内蔵の書き込みツールを使用してこれを行えます。

File Explorer で、作成した ISO イメージファイルをダブルクリックし、[書き込み] 

をクリックします。 
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5. [実行] をクリックします。 
 

6.1.2 ブータブル メディアの起動パラメータ 

ブータブル メディアの起動パラメータを設定することにより、ブータブル メディアの起動

オプションを構成し、さまざまなハードウェアとの互換性を向上させることができます。

nousb、nomouse、noapic などのオプションが利用できます。上級ユーザー向けに用意さ

れているパラメータです。ブータブル メディアからの起動をテスト中にハードウェアの互換

性の問題が発生した場合は、製品のサポート センターにお問い合わせください。 

起動パラメータを追加する手順は、次のとおりです。   

 [パラメータ] フィールドにコマンドを入力します。 

 起動パラメータを指定したら、[次へ] をクリックして先に進みます。 

 

Linux カーネルを起動する前に適用できる追加パラメータ 

説明 

次のパラメータを使用すると、Linux カーネルを特殊モードで読み込むことができます。 

 acpi=off 

ACPI を無効にします。ハードウェアの特定の構成に役立ちます。 

 noapic 

APIC（Advanced Programmable Interrupt Controller）を無効にします。ハードウェアの

特定の構成に役立ちます。 

 nousb 

USB モジュールの読み込みを無効にします。 

 nousb2 

USB 2.0 のサポートを無効にします。このオプションを指定しても、USB 1.1 デバイスは

動作します。このオプションを指定すると、USB 2.0 モードでは動作しない一部の USB ド

ライブを USB 1.1 モードで使用できます。 

 quiet 
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このパラメータはデフォルトで有効になっており、起動メッセージは表示されません。この

パラメータを削除すると、Linux カーネルが読み込まれるときに起動メッセージが表示され

るようになり、Acronis プログラムが実行される前にコマンド シェルが提供されます。 

 nodma 

すべての IDE ディスク ドライブの DMA を無効にします。カーネルが一部のハードウェア

でフリーズするのを防ぎます。 

 nofw 

FireWire（IEEE1394）のサポートを無効にします。 

 nopcmcia 

PCMCIA ハードウェアの検出を無効にします。 

 nomouse 

マウスのサポートを無効にします。 

 [モジュール名]=off 

モジュールを無効にします（例: sata_sis=off）。 

 pci=bios 

PCI BIOS の使用を強制し、ハードウェア デバイスには直接アクセスしません。たとえば、

コンピュータが標準以外の PCI ホスト ブリッジを備えているような場合にこのパラメータ

を使用することがあります。 

 pci=nobios 

PCI BIOS の使用を無効にします。ハードウェアへの直接アクセスのみを許可します。たと

えば、BIOS が原因で起動時にクラッシュが発生すると考えられる場合にこのパラメータを

使用することがあります。 

 pci=biosirq 

PCI BIOS の呼び出しを使用して、割り込みルーティング テーブルを取得します。これらの

呼び出しは、一部のコンピュータではバグがあり、使用するとコンピュータがフリーズしま

すが、他のコンピュータでは、割り込みルーティング テーブルを取得する唯一の方法です。

カーネルが IRQ を割り当てることができない場合、またはマザーボード上のセカンダリ 

PCI バスを検出できない場合は、このオプションを試してください。 
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 vga=ask 

現在のビデオ カードで使用できるビデオ モードの一覧を取得し、ビデオ カードとモニタに

最適なビデオ モードを選択できるようにします。自動的に選択されたビデオ モードがお使

いのハードウェアに適合しない場合は、このオプションを試してください。 
 

6.2 必要なときにレスキューメディアを確実に使用でき

るようにする 

必要に応じてコンピュータを正常に復元できるように、レスキューメディアからのコンピュ

ータの起動をテストしておく必要があります。また、レスキューメディアがコンピュータの

デバイス（ハードドライブ、マウス、キーボード、ネットワークアダプタなど）をすべて認

識することを確認する必要もあります。 

レスキュー メディアをテストするには、次の手順を実行します。 

バックアップを保存するために外部ドライブを使用する場合、レスキュー CD から起動する前にその

ドライブを接続しておく必要があります。接続しておかないと、そのドライブは検出されません。 

1. レスキュー メディアから起動できるように、コンピュータを設定します。次に、レスキ

ュー メディア デバイス（CD-ROM/DVD-ROM ドライブまたは USB スティック）が最

初のブート デバイスになっていることを確認します。「BIOS での起動順の並び替え」

を参照してください。 

2. レスキュー CD がある場合は、「Press any key to boot from CD」というプロンプト

が表示されたらすぐに任意のキーを押して CD からの起動を開始します。5 秒以内にキ

ーを押さなかった場合は、コンピュータを再起動する必要があります。 

3. 起動メニューが表示されたら、[QSAN XReplicator] を選択します。 

ワイヤレス マウスが動作しない場合は、有線のマウスに交換してみてください。キーボードにつ

いても、同様です。 
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予備のマウスやキーボードがない場合は、QSAN サポートにご連絡ください。ご利用のマウスと

キーボードのモデルに対応したドライバを含むカスタム レスキュー CD を作成します。適切な

ドライバを見つけてカスタム レスキュー CD を作成するには、ある程度の時間がかかることを

ご了承ください。また、一部のモデルには、対応できないことがあります。 

 

4. プログラムが開始されたら、バックアップからいくつかのファイルをリカバリしてみるこ

とをお勧めします。リカバリをテストすることによって、そのレスキュー CD をリカバ

リに使用できることを確認することができます。さらに、システムのすべてのハードディ

スク ドライブが検出されているかどうかも確認できます。 

予備のハードドライブがある場合、そのハードドライブへのシステムパーティションの復元をテス

トすることを強くおすすめします。 

リカバリをテストし、同時にドライブとネットワーク アダプタをチェックす

るには、次の手順を実行します。 

1. ファイルのバックアップがある場合、ツールバーで [リカバリ] -> [ファイルのリカバ

リ] をクリックして、リカバリ ウィザードを起動します。 

ディスクとパーティションのバックアップだけがある場合でも、リカバリ ウィザードを開始して

同様の手順を実行します。その場合、[リカバリの方法] のステップで [指定したファイルおよび

フォルダをリカバリする] を選択してください。 
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2. [アーカイブのロケーション] のステップでバックアップを選択し、[次へ] をクリックし

ます。 

 

3. レスキュー CD でファイルをリカバリする場合、リカバリされるファイルには新しいロ

ケーションしか選択できません。したがって、[ロケーションの選択] ステップでは [次

へ] をクリックするのみの作業になります。 

4. [リカバリ先] ウィンドウが開いたら、[マイ コンピュータ] の下にすべてのドライブが

表示されていることを確認します。 

バックアップをネットワークに保存する場合は、ネットワークにアクセスできることも確認してく

ださい。 

ネットワークにコンピュータがまったく表示されないが [マイ コンピュータ] の下に [近くのコ

ンピュータ] アイコンが表示されている場合は、ネットワーク設定を手動で指定します。手動で

指定するには、[ツールとユーティリティ]  [オプション]  [ネットワーク アダプタ] で使用

できるウィンドウを開きます。 
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[マイ コンピュータ] で [近くのコンピュータ] アイコンが表示されない場合は、ネットワーク 

カードまたは QSAN XReplicator に付属しているカード ドライバに問題がある可能性がありま

す。 

 

5. ファイルの保存場所を選択して、[次へ] をクリックします。 

6. リカバリするファイルのチェック ボックスをいくつかオンにして、[次へ] をクリック

します。 
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7. [概要] ウィンドウの [実行] をクリックして、リカバリを開始します。 

8. 復元が完了したら、スタンドアロンの QSAN XReplicator を終了します。 

必要な場合にレスキューCD が役に立つことをご理解いただけたと思います。 
 

6.2.1 レスキューメディアからの起動時におけるビデオモードの

選択 

レスキューメディアからの起動時には、ビデオカードおよびモニタの仕様に応じて最適なビ

デオモードが自動で選択されます。ただし、使用しているハードウェアに適していないビデ

オモードが選択される場合もあります。このような場合は、次の手順で適切なビデオモード

を選択できます。 

1. レスキューメディアからの起動を開始します。ブートメニューが表示されたら、QSAN 

XReplicator の項目にマウスポインタを置いて F11 キーを押します。 

2. コマンドラインが表示されたら、「vga=ask」と入力して [OK] をクリックします。 

 

3. ブートメニューで [QSAN XReplicator] を選択し、レスキューメディアからの起動を

継続します。使用できるビデオモードを表示するには、該当するメッセージが表示された

ら Enter キーを押します。 
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4. 使用しているモニタに最適なビデオモードを選択し、その番号をコマンドラインに入力

します。たとえば、「338」と入力すると、1600x1200x16 のビデオモードが選択され

ます（下図参照）。 

 

5. QSAN XReplicator が起動するまで待ってから、[ようこそ] 画面がモニタ上に適切に表

示されていることを確認します。 

他のビデオモードをテストするには、QSAN XReplicator を閉じてから上記の手順を繰り返

してください。 

ハードウェアに最適なビデオモードを見つけたら、そのビデオモードを自動的に選択する新

しいブータブルレスキューメディアを作成できます。 

これを行うには、QSAN メディアビルダを起動して目的のメディアコンポーネントを選択し、

[ブータブルメディアの起動パラメータ] のステップにおいてコマンドラインに接頭辞「0x」

を付加してモードの番号を入力（この例では「0x338」）してから、通常通りにメディアを

作成します。 
 

7 QSAN システム レポート 

製品のサポート センターへのお問い合わせの際には、通常、問題を解決するためにご使用の

システムに関する情報が必要になります。この情報を取得する処理は、簡単に実行できない

場合や時間がかかる場合があります。システム レポートの生成ツールを利用すれば、この手

順を簡素化できます。ツールを使うと必要なすべての技術情報を含むシステム レポートが生
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成されます。この情報をファイルに保存し、必要に応じて、作成したファイルを問題の報告

に添付して製品のサポート センターに送信することができます。このようにツールを使えば、

問題解決の手順を簡素化し、解決に要する時間を短縮することができます。 

システム レポートを生成するには、以下のいずれかを実行します。 

 メイン プログラム ウィンドウで疑問符をクリックして [システム レポートを生成す

る] を選択します。 

 Windowsの[スタート]メニューで、[すべてのプログラム]→[QSAN]→[XReplicator]

→[ツールとユーティリティ]→[QSANシステムレポート]の順にクリックします。 

 Ctrl+F7 キーを押します。このキーの組み合わせは、QSAN XReplicator が他の処理を

実行中であっても、使用できます。 

レポート生成後に、次の操作を行います。 

 生成されたシステム レポートをファイルに保存するには、[保存] をクリックし、表示さ

れたウィンドウで、作成されるファイルを保存するロケーションを指定します。 

 レポートを保存せずにメイン プログラム ウィンドウを終了するには、[キャンセル] を

クリックします。 

 ブータブルレスキューメディアを作成すると、QSANシステムレポートツールが個別の

コンポーネントとしてそのメディアに自動的に配置されます。このコンポーネントを使

用して、コンピュータが起動しないときにシステムレポートを生成できます。メディア

から起動後、QSAN XReplicator を実行せずにレポートを生成できます。USB フラッシ

ュ ドライブを接続し、[QSAN システム レポート] アイコンをクリックします。生成

されたレポートは USB フラッシュ ドライブに保存されます。 

コマンド プロンプトからのシステム レポートの作成 

1. 管理者として Windows コマンド プロセッサ（cmd.exe）を実行します。 

2. 現在のディレクトリを QSAN XReplicator インストール フォルダに変更します。その

ためには次のコマンドを入力します。 

cd C:\Program Files (x86)\QSAN\XReplicator 

3. システム レポート ファイルを作成するには、次のコマンドを入力します。 

SystemReport 

SystemReport.zip ファイルが現在のフォルダに作成されます。 
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別の名前でレポート ファイルを作成する場合は、<file name> の代わりに新しい名前

を入力します。 

SystemReport.exe /filename:<file name> 
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8 用語集 

イメージ 

ディスク バックアップ 『107ページ 』と

同じです。 
 

ディスク バックアップ（イメー

ジ） 

ディスクまたはパーティションのセクタ 

ベースのコピーをパッケージした形式の

バックアップ 『107ページ 』です。通常

は、データを含むセクタのみコピーされま

す。QSAN XReplicator では、すべてのデ

ィスク セクタをそのままコピーするオプ

ションが用意されています。これにより、

サポートされていないファイル システム

のイメージ作成が可能になります。  
 

バックアップ 

1. バックアップ処理 『107ページ 』と

同じです。 

2. バックアップ設定を使用して作成、管

理するバックアップ バージョンのセ

ットです。バックアップには、完全 

『108ページ 』バックアップと増分 

『109ページ 』バックアップの両方の

方法で作成された複数のバックアップ 

バージョンが含まれる場合があります。

同じバックアップに属するバックアッ

プ バージョンは、通常同じ場所に保存

されます。 
 

バックアップ バージョン 

単一のバックアップ処理 『107ページ 』

の結果。物理的には、特定の日時にバック

アップされたデータのコピーを含む単独

または一連のファイルです。QSAN 

XReplicator によって作成されたバックア

ップ バージョン ファイルの拡張子は 

TIB です。バックアップ バージョンの統

合による TIB ファイルもバックアップ 

バージョンと呼ばれます。 
 

バックアップ バージョン チェー

ン 

最初の完全バックアップ バージョンと、

後続の 1 つまたは複数の増分バックアッ

プ バージョンから構成される、最低 2 つ

のバックアップ バージョン 『107ペー

ジ 』からなる一連のバックアップ バージ

ョンです。バックアップ バージョン チェ

ーンは、次の完全バックアップ バージョ

ン（存在する場合）まで続きます。 
 

バックアップ処理 

データを特定の日時の状態に戻すため、コ

ンピュータのハード ディスクに存在して

いるデータのコピーを作成する処理。 
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バックアップ設定 

新しいバックアップの作成時にユーザー

が設定するルールのセットです。このルー

ルによって、バックアップ処理を制御しま

す。後でバックアップ設定を編集し、バッ

クアップ処理を変更または最適化するこ

とができます。 
 

ブータブル メディア 

QSAN XReplicator のスタンドアロン バ

ージョンを含む物理的なメディア（CD、

DVD、USB フラッシュ ドライブ、または

コンピュータの BIOS によってブート デ

バイスとしてサポートされるその他のメ

ディア）。 

ブータブル メディアは次の操作に最もよ

く使用されます。 

 起動できないオペレーティング シス

テムのリカバリ 

 破損したシステムで壊れずに残ったデ

ータへのアクセスとバックアップ 

 ベア メタル上のオペレーティング シ

ステムの配置 

 サポートされていないファイル シス

テムを持つディスクのセクタ単位のバ

ックアップ 

 
 

ベリファイ 

特定のバックアップ バージョン 『107ペ

ージ 』からデータをリカバリできるかど

うかを確認する処理です。 

何をベリファイするかにより、次のように

なります。 

 完全バックアップ バージョン 『108

ページ 』: 完全バックアップ バージ

ョンのみがベリファイされます。 

 増分バックアップ バージョン 『109

ページ 』: 最初の完全バックアップ バ

ージョン、選択された増分バックアッ

プ バージョン、および選択された増分

バックアップ バージョンまでのバッ

クアップ バージョンのチェーン全体

（ある場合）がベリファイされます。 
 

漢字 

完全バックアップ 

1. バックアップ対象として選択されたす

べてのデータを保存するために使用さ

れるバックアップ方法。 

2. 完全バックアップ バージョン 『108

ページ 』を作成するバックアップ処理。 
 

完全バックアップ バージョン 

バックアップ対象として選択されたすべ

てのデータを含む、それ自体で完結するバ

ックアップ バージョン 『107ページ 』。

完全バックアップ バージョンからデータ



109 Copyright © Acronis International GmbH, 2002-2017 

 

を復元する場合は、他のバックアップ バ

ージョンにアクセスする必要はありませ

ん。 
 

差分バックアップ 

注意:この機能は、ご使用の XReplicator エデ

ィションでは使用できない場合があります。 

1. バックアップ内で直近の完全バックア

ップ バージョン 『108ページ 』が作

成されてから変更されたデータの保存

に使用されるバックアップ方法。 

2. 差分バックアップ バージョン 『109

ページ 』を作成するバックアップ処理。 
 

差分バックアップ バージョン 

注意:この機能は、ご使用の XReplicator エデ

ィションでは使用できない場合があります。  

差分バックアップ バージョンには、前回

の完全バックアップ バージョンに対する

データの変更点が保存されます。 差分バ

ックアップ バージョンからデータをリカ

バリするには、対応する完全バックアップ 

バージョンにアクセスする必要がありま

す。 
 

増分バックアップ 

注意:この機能は、ご使用の XReplicator エデ

ィションでは使用できない場合があります。 

1. バックアップ内で直近のバックアップ 

バージョン 『107ページ 』（すべて

の種類）が作成されてから変更された

データを保存するために使用されるバ

ックアップ方法。 

2. 増分バックアップ バージョン 『109

ページ 』を作成するバックアップ処理。 
 

増分バックアップ バージョン 

注意:この機能は、ご使用の XReplicator エデ

ィションでは使用できない場合があります。  

前回のバックアップ バージョンに対する

データの変更点が保存されるバックアッ

プ バージョン 『107ページ 』。増分バッ

クアップ バージョンからデータを復元す

るには、同じバックアップ 『107ページ 』

から他のバックアップ バージョンにアク

セスする必要があります。 
 

復元 

復元とは、壊れたデータをバックアップ 

『107ページ 』に保存されている以前の正

常な状態に戻す処理のことです。 
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